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　　　　開　　会　　　午前９時３０分 

議長（西　昭夫君）　皆さんおはようございます。 

　　ただいまから令和８年３月第１回笠置町議会定例会第２日目を開会します。 

　　これから本日の会議を開きます。 

　　本日の議事日程は、お手元に配付したとおりです。 

　　なお、本日は、令和８年度当初予算案の説明、質疑を行います。質疑につきましては、全

ての議案につき発言通告をされた議員を先に指名いたします。 

　　発言通告者は、まず、通告内容に従い質疑をしてください。通告以外の質疑につきまして

は、後ほど行っていただきます。 

──────────────────────────────────── 

議長（西　昭夫君）　日程第１、諸般の報告を行います。 

　　町長から、行政報告の申出がありました。 

　　これを許します。 

　　町長。 

町長（山本篤志君）　皆様、おはようございます。 

　　議員各位におかれましては、連日にわたり、町政の諸課題に対し、熱心な御議論を尽くし

ていただいておりますことに、心より感謝申し上げます。まず、議長のお許しをいただき、

追加の行政報告を行います。 

　　１点目でございます。 

　　建設産業課発注の工事等指名競争入札の中止の件について、御報告申し上げます。 

　　令和８年２月６日に執行を予定しておりました、４件の工事入札案件につきまして、同日

の執行を急遽中止いたしました。本件は、笠置町工事等競争入札心得第１０条に基づき、入

札手続きの適正性及び合理性を確保する見地から、執行の取りやめを判断したものでござい

ます。執行直前の中止により、入札参加者の皆様には、多大な御不便と御迷惑をおかけしま

したことを心より深くおわび申し上げます。 

　　また、早期の工事完成を待ち望んでおられた地域住民の皆様に対しましても、工期の遅れ

が生じますことを心よりおわび申し上げます。なお、中止いたしました工事につきましては、

去る３月９日の定例会において、令和８年度への繰越明許費として、御議決を賜りました。

これを受けまして、本年４月以降、速やかに改めて入札を執行し、事業の早期完了に努めて

まいる所存でございます。 
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　　次に、２点目でございます。 

　　簡易水道事業経営戦略の改定について、御報告申し上げます。 

　　本町では、令和２年に策定した簡易水道事業経営戦略について、計画期間を令和１７年度

までとする改定作業を進めてまいりました。本改定に当たりましては、町内在住の検討委員

の皆様による真摯な御議論をいただき、去る３月１３日に意見の取りまとめをいただいたと

ころでございます。 

　　本町の簡易水道事業は、昭和３０年の給水開始から現在まで、実に７０年という長い歳月

が経過しております。その間、町民の皆様の生活を支え続けてまいりましたが、現在は、水

道施設や管路の老朽化が顕著となり、大規模な更新時期を迎えつつあります。一方で、人口

減少に伴う水道事業の減退が避けられない中、持続可能な事業運営を維持するためには、経

営の健全化が急務となっております。 

　　今回の改定における主な柱は、施設の統廃合による再投資額の抑制と維持管理の効率化で

ございます。災害時のリスク低減という視点も加え、町内４つの系統施設のうち、特に老朽

化が進む３つの施設の統廃合を行うことで、更新費用の削減と管理体制の強化、さらには、

災害対応力の向上を同時に図る、併せて受益者負担の原則に基づき適正な料金改定の検討や

営業費用の削減にも着手することで、将来にわたり、安定して安全な水を供給し続けられる

よう強固な経営基盤の構築を目指すとされたものでございます。 

　　この取りまとめを受けまして、料金の改定を含む、具体的な対策について、令和８年度に

検討を行ってまいりたいと考えております。 

　　以上で行政報告とさせていただきます。 

議長（西　昭夫君）　これで諸般の報告を終わります。 

──────────────────────────────────── 

議長（西　昭夫君）　日程第２、議案第２２号、令和８年度笠置町一般会計予算の件を議題と

します。 

　　議案の説明を求めます。総務財政課長。 

総務財政課長（森本貴代君）　それでは、議案第２２号、令和８年度笠置町一般会計予算の件

につきまして説明をさせていただきます。 

　　私のほうから、歳入予算と議会事務局、総務財政課が所管します歳出予算の主なものにつ

きまして説明をさせていただきます。 

　　初めに、予算書７ページを御覧ください。 
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　　第２表地方債でございますが、令和８年度の当初予算では、過疎対策事業債８，４１０万

円、公営住宅建設事業債５６０万円の発行を計画しており、限度額の合計を８，９７０万円

としております。 

　　続いて、歳入予算について説明をさせていただきます。 

　　１１ページを御覧ください。 

　　１款町税につきましては、合わせて１億４，９１１万５，０００円を計上しており、対前

年度比０．１％増、１７万９，０００円の増収を見込んでおります。 

　　同ページ下段の同款３項軽自動車税では、１目環境性能割で１７万９，０００円の減収を

見込んでおります。これまで、自動車等購入時に課せられていた環境性能割が令和７年度末

をもって廃止されることに伴い、３月分の精算等のみ計上しているものでございます。 

　　続いて、１２ページ中段ですが、２款地方譲与税、２項地方揮発油譲与税で２５万

２，０００円の減収を見込んでおります。こちらも、地方揮発油税に上乗せして課税されて

いました、当分の間税率が令和７年度末をもって廃止されることに伴い、減額をしておりま

す。 

　　また、ページめくっていただきまして、１３ページの一番下ですが、１０款環境性能割交

付金については、１３２万２，０００円を減額しております。こちらも、自動車税、軽自動

車税の環境性能割が廃止になることに伴うもので、３月分の精算、また、滞納繰越し分を考

慮した積算となっております。 

　　以上、申しました、当分の間税率と環境性能割廃止に伴う減収分につきましては、１４ペ

ージ一番上の１１款地方特例交付金で全額補塡されることとなっており、対前年度比

１９２万円増額して計上しております。 

　　２款地方譲与税から１１款地方特例交付金までは、令和７年度の決算見込額に京都府が示

す国の伸び率を乗じて予算額を積算しております。 

　　続いて、１４ページ上段、１２款地方交付税ですが、普通交付税としまして、８億

３，６００万円計上しております。対前年度比としては、９，６００万円の増額となってお

ります。ここ数年、当初予算額以上の交付があり、総務省が公表しました令和８年度地方財

政対策の概要でも、普通交付税は増額となる見込みとなっておりますので、令和８年度につ

いては、当初より大きく増額計上しております。また、特別交付税につきましては、令和

８年度の新規事業としまして、特別交付税の算定対象となる事業を計画しておりますので、

その分を勘案し、１，０００万円の増額の１億４，０００万円を計上しております。 
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　　続いて、中段、１３款分担金及び負担金、１項負担金、１目民生費負担金、１節児童福祉

費負担金では、令和７年度から開始しました一時保育の利用料、また、令和８年度から開始

する、こども誰でも通園に係る乳児等通園支援事業を新たに計上しております。 

　　次の１４款使用料及び手数料ですが、運動公園使用料につきましては、本議会初日に条例

について可決いただきましたが、当初予算につきましては、改正前の単価で年間分を積算し

ております。単価改定による使用料の見積額につきましては、少し様子を見ながら状況を踏

まえて補正予算にて精査させていただきたいと思っております。 

　　続いて、１５ページを御覧ください。 

　　下段、１５款国庫支出金、１項国庫負担金、１目民生費国庫負担金では３，８２４万

７，０００円を計上しております。１節社会福祉費負担金において、障害者自立支援給付事

業２，６７４万８，０００円を計上しておりますが、事業費の増額見込みに伴い、歳入も対

前年度比６１３万８，０００円の増額としております。また、障害児入通所給付費で、

２５５万９，０００円を計上、次ページの３節児童福祉費負担金では、児童手当負担金とし

まして、６２１万８，０００円を計上しております。 

　　続いて、１６ページ中段を御覧ください。 

　　同款２項国庫補助金では、４，５５６万１，０００円を計上しており、６，６９９万

７，０００円の減額となっております。減額の主な要因としましては、令和７年度の当初に

国庫補助金で計上していましたデジタル基盤改革支援補助金の１，２０３万３，０００円を

年度途中で諸収入に組替えをしていることも要因ではございますが、防災情報等受診サービ

ス提供事業の財源としていました、新しい地方経済・生活環境創生交付金、デジタル実装型

が３，９３３万６，０００円皆減、地域振興券の財源としていました物価高騰対応重点支援

地方創生臨時交付金が９２６万４，０００円皆減、公共事業工事の減に伴い、社会資本整備

総合交付金が１，１７２万８，０００円減額、また、道路メンテナンス事業補助が

１，０６１万７，０００円減額となっていることでございます。 

　　対して、新たな補助金としましては、基幹業務システムの標準化移行に伴いまして電算シ

ステムに係る費用が大きく増額となっております。標準化以降前と令和８年度に係る運用経

費を比較しまして、増額となった分に国から財源措置がされることとなっております。それ

が、地方公共団体情報システム運用最適化支援事業費補助金でございます。詳細については、

まだ確定しておりませんが、補助率は２分の１になると聞いております。現時点での試算で

は、３，０００万円ほどの増額が見込まれており、頭出しで１、０００万円を計上している
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ところでございます。また、新規事業の保育園留学推進事業等に充当する新しい地方経済・

生活環境創生交付金（第２世代交付金）につきましては、６９８万３，０００円増額し、

７９５万５，０００円を計上しております。 

　　続いて、ページめくっていただきまして、１７ページ中段、１６款府支出金、１項府負担

金、１目民生費府負担金では、２，６７４万７，０００円を計上しております。１節社会福

祉費負担金では、国庫負担金と同じく、事業費の増を理由としまして、障害者自立支援給付

事業３０６万９，０００円増の１，３３３万６，０００円を計上しております。また、２節

保険基盤安定負担金として３２５万３，０００円を計上、３節老人福祉費負担金では、後期

高齢者医療保険基盤安定負担金を７２６万９，０００円計上しております。 

　　続いて、１７ページの下段より、同款２項府補助金としまして、１，１３９万

４，０００円増額の４，９３５万７，０００円を計上しております。主なものとしまして、

１８ページ上段、１目総務費府補助金では、きょうと地域連携交付金を３８８万

２，０００円増額し、１，２５３万５，０００円を計上しております。また、京都ふるさと

応援交付金につきましては、令和７年度の実績を勘案しまして、１００万円計上しておりま

す。 

　　２目民生費府補助金では、隣保館運営費等７１６万５，０００円、障害児（者）医療費助

成９２万円、重度心身障害老人健康管理費助成事業９１万４，０００円、子ども・子育て支

援交付金１３８万６，０００円などを計上しております。 

　　３目衛生費府補助金では、上下水道経営基盤強化交付金として、２行目は、合併浄化槽推

進事業に対する補助分７９万６，０００円、６行目は、簡易水道事業で計画しております水

道料金改定計画策定業務に対する補助金１００万円を計上しております。 

　　また、４目農林水産業費府補助金では、１９ページにまいりまして、２節林業費補助金と

して、林道改良事業補助金を８９１万円計上しております。１号橋、２号橋に係る修繕工事

に対する府補助金でございます。 

　　続いて、中段、同款３項委託金、２目農林水産業費委託金では、１節農林水産業費委託金

としまして、８００万円を計上しております。京都府からの委託を受け、実施する地籍調査

に係るものでございます。 

　　続いて、２０ページ中段、１８款寄附金では、一般寄附金、指定寄附金、合わせて

８９０万円を計上しております。令和６年度の実績と令和７年度の見込みの平均を参考に積

算をしております。 
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　　下段１９款繰入金、１項基金繰入金では、１億９，６１９万７，０００円を計上しており、

対前年度比１億１，０５８万６，０００円の減額としております。１目財政調整基金繰入金

では、対前年度比１億６，７３４万１，０００円減額の１億１，０００万円を計上しており

ます。令和７年度につきましては、当初予算計上時には、交付金が確定しきれず、一旦、一

般財源としておったものが多くございましたので、財政調整基金繰入金の当初予算額が大き

くなっていたことが減額の要因でございます。２目ふるさとづくり基金繰入金につきまして

は、令和７年度に引き続き、笠置未来っ子応援事業や高校生通学費補助事業、桜保全事業な

どに活用するほか、子育て支援医療や町史編さん準備事業などに活用するため、

１，１３８万６，０００円を計上しております。 

　　ページめくっていただきまして、２１ページ、３目地方創生基金繰入金は、５５９万

６，０００円を計上しており、各イベント事業や保育園留学推進事業に活用いたします。ま

た、５目森林環境基金繰入金については、対前年度比３３３万６，０００円減額の２７６万

９，０００円を計上しています。これまで、国から譲与された森林環境譲与税については、

全額基金へ積立てをし、使途としている森林経営管理事業の執行額分を基金から繰入れして

おりましたが、令和８年度につきましては、事業の執行額が譲与額を上回ることもあり、譲

与税については、基金に積まず、全額充当し、不足分を基金から繰り入れることとしている

ため、対前年度比が大幅に減額となっております。 

　　次の６目減債基金繰入金は、過年度に普通交付税等として交付されました臨時財政対策債

償還基金費のうち、令和８年度の臨時財政対策債の償還に充当する４３６万５，０００円と

公債費全体の償還に充当するため約３，７００万円、合わせて４，１７８万６，０００円を

計上しております。令和７年度の当初予算説明時に今後３年度の計画で減債基金の繰入れを

考えていると説明をさせていただきましたが、令和８年度は増額し、計上させていただいて

おります。また、令和７年度の補正予算でも承認いただきました７目地域福祉基金繰入金で

ございますが、令和８年度においては、地域福祉計画策定事業と障害者自立支援給付事業に

活用するため、２，４６６万円を計上しております。 

　　続いて、２２ページを御覧ください。 

　　２１款諸収入、３項雑入、２目雑入としまして５，１０７万６，０００円を計上しており

ます。雑入全体としましては、６２８万９，０００円の減額となっております。減額の主な

要因は、新型コロナ定期接種ワクチン確保事業助成金がなくなったこと、また、相楽東部広

域連合への派遣職員数が減となったことが上げられます。その他、主なものとしましては、
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日本宝くじ協会の交付金、相楽東部広域連合また京都地方税機構に係る派遣職員負担金、介

護サービス計画手数料などを計上しております。 

　　新たなものとしましては、ページめくっていただきまして、２３ページ、加茂笠置組合の

配分金としまして３００万円を計上しております。これまでは、５年に一度、加茂笠置組合

から線下補償金の配分が５年分まとめてございましたが、令和８年度からは、１年に一度の

配分となっております。また、移住・定住・交流推進事業助成金としまして、２００万円を

計上しております。一般社団法人地域活性化センターが実施する助成事業でございまして、

地域を活性化することを目的とし、市町村等または地域団体等が、自主的・主体的に実施す

る移住・定住・交流を推進する事業を支援するため公募される助成金で、令和８年度は、地

域団体が実施する事業について、交付が決定しております。 

　　最後に、町債でございます。 

　　町債全体としましては、前年度比１７０万円減額の８，９７０万円を計上しております。

２目総務債では、３，４７０万円の減額、４目土木債では、１，３６０万円の減額、１項

３目民生債では、１，７５０万円の増額、５目教育債も２，９１０万円増額しております。

多くは、過疎対策事業債で、ソフト事業部につきましては、社会福祉協議会の人件費、また、

笠置小学校の複式学級対応講師に係る人件費、合わせて上限の３，５００万円を発行するこ

ととしております。その他、相楽会館の建て替え事業や、多目的災害対策車の購入、小中学

校や給食センター等の整備更新などを予定しております。 

　　歳入につきましては、以上となります。 

　　続いて、歳出予算について御説明いたします。 

　　それぞれの科目に計上しております職員人件費でございますが、給料表の改定、昇給、地

域手当の引上げにより、前年度より増額となっております。 

　　主要事業調書を御覧ください。１ページでございます。 

　　人件費全体では、５，９００万円増額となっております。特別職及び一般職の給料につい

ては、約２，７００万円の増額、会計年度任用職員の報酬では、約１，１００万円の増額と

なっております。地域手当につきましては、特別職及び一般職で７００万円の増額、会計年

度任用職員については、地域手当は報酬に含まれております。期末勤勉手当につきましては、

職員、会計年度任用職員合わせまして約１，２００万円の増額となっております。予算書の

８４ページ以降に、給与費の資料として明細書を添付しておりますので、そちらも御覧いた

だくとともに詳細な説明は割愛をさせていただきますので御了承ください。 
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　　それでは、２５ページを御覧ください。 

　　１款議会費では、職員人件費や議員報酬等のほか、議会運営費として議事録作成や議場音

響システムの補修委託料、相楽東部広域連合への負担金など、合計４，８１７万

４，０００円を計上しております。 

　　続いて、２６ページ。 

　　２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費として、３億６，１３４万７，０００円を

計上しており、対前年度比５、３６８万８，０００円増額となっております。主な増額の要

因は、先ほど説明いたしました職員人件費が大きな要因でございますが、ページ飛びまして

２９ページ中段を御覧ください。電算システム管理事業におきましても、前年度比９６１万

８，０００円増の８，６４２万７，０００円を計上しております。 

　　主要事業調書では２ページとなっております。 

　　基幹業務システムのうち、住基や税務、水道などの事務で使用しておりますシステム、Ｔ

ＲＹ－Ｘ４の標準化への移行作業が令和７年度で完了しまして、移行費用の約２，７００万

円は減額となりましたが、システムの移行に伴い、システム運用に係る負担金が増額となっ

ております。ＴＲＹシステムの負担金の内訳の主なものとしましては、システム使用料が

８３１万３，０００円、サポート負担金が４２６万円、ガバメントクラウドに関する負担金

７８３万８，０００円となっております。また、ガバメントクラウド利用料としまして、

１，８００万円を計上しております。令和７年度の実績を踏まえまして、月１５０万円の計

算で、１２か月分で積算しております。物価や人件費の高騰により、全体的に委託料も増額

となっております。これらの標準化に伴う増額分につきましては、歳入でも説明いたしまし

たが、普通交付税、また、国庫補助金により、財源措置がされると聞いております。 

　　続いて、３０ページを御覧ください。 

　　上段、広域行政事業のうち、笠置中学校広域連合負担金を前年度比２００万円増額し、

５００万円計上しております。補正予算の説明時にも申し上げましたが、ここ数年の負担金

額を考慮して積算をしております。 

　　続いて、３１ページ下段でございます。 

　　同項３目財政管理費としまして、財政管理事業１１４万円を計上しております。統一的な

基準による財務書類につきましては、総務省からの要請に基づき、毎年作成しておりますが、

今回、地方公共団体金融機構が実施する地方公共団体の経営財務マネジメント強化事業を活

用することで、低予算で財務書類を作成できるため、予算を減額しております。 
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　　また、次の基金管理事業では、ふるさとづくり基金を７９０万円計上しております。歳入

の寄附金額に併せて積立金を増額計上しているものでございます。 

　　続いて、３３ページを御覧ください。 

　　１番下ですが、同項５目財産管理費のうち、広域行政事業としまして、相楽広域行政組合

負担金（相楽会館）７９１万９，０００円を計上しております。令和８年度は、相楽会館の

建設工事を予定しておりますので、増額となっているところでございます。また、加茂笠置

組合事業としまして、加茂笠置組合配分金を２７０万円計上しております。歳入でも説明し

ました加茂笠置組合から配分される線下補償金のうち、南笠置区へ分配するものでございま

す。 

　　続いて、ページ飛びまして、３８ページを御覧ください。 

　　下段、同項８目防災諸費で、主事業の防災事業としまして５８５万６，０００円を計上し

ております。 

　　主要事業調書３ページを御覧ください。令和８年度におきましては、多目的災害対策車の

更新を予定しております。現在、赤色灯を上部につけた公用車が１台ございます。こちらの

公用車につきましては、初年度登録が２００６年と購入から２０年経過しております。修繕

を要する箇所も増えてまいりましたので、今回、更新をさせていただきたいと考えておりま

す。 

　　続いて、ページ飛びまして、４２ページ中段を御覧ください。 

　　同款４項選挙費では、４目京都府知事選挙費として１３７万７，０００円を計上しており

ます。令和８年４月５日を投開票日として執行される京都府知事選挙の令和８年度に支出す

る経費分でございます。 

　　また、ページ飛びまして、７３ページを御覧ください。 

　　一番下ですが、８款消防費、１項消防費、１目常備消防費の相楽中部消防組合分担金でご

ざいますが、令和８年度については、前年度より増額となる見込みでございます。新庁舎へ

の移転に伴い、負担金の基礎となる床面積が変更となり、構成市町村の負担金に増減が生じ

るためでございます。当初要求時には、積算が間に合いませんでしたので、補正予算で対応

させていただく予定でございます。 

　　続いて、７４ページ、同項２目非常備消防費としまして、消防団事業１，１４７万

７，０００円を計上しております。消防団員の報酬、出動に係る報償費、団員退職報償基金

負担金が主なものとなっております。令和８年度につきましては、２年に一度の操法大会開
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催年でございますので、出動手当を増額計上しております。 

　　続いて、７５ページ中段でございます。 

　　９款教育費、１項教育総務費、１目教育委員会費では、相楽東部広域連合負担金（教育費

分）としまして、９，８９６万１，０００円を計上しております。対前年度比では、

５９０万円の減額となっております。人件費は増額となっておりますが、令和７年度に実施

しました端末更新に係る経費分が大きく減額となっております。 

　　下段、１０款公債費、１項公債費では、１目元金及び利子を合わせまして１億

６，５８３万２，０００円を計上しております。前年度比は、４７８万８，０００円の増額

となっております。また、利子につきましても、現在の金利状況を踏まえまして、令和７年

度借入れ分につきましては、利率を上げて積算しておりますので、増額を見込んでいるとこ

ろでございます。 

　　以上、歳入予算、また、議会事務局及び総務財政課が所管します歳出予算についての説明

を終わらせていただきます。 

議長（西　昭夫君）　参事兼希望のまち推進課長事務取扱。 

参事兼希望のまち推進課長事務取扱（田中邦男君）　それでは、希望のまち推進課が所管いた

します歳出予算のうち主なものについて御説明を申し上げます。 

　　予算書の３０ページをお願いをいたします。 

　　２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費の続きのページでございます。 

　　公共交通事業といたしまして、３，７１８万８，０００円を計上しております。昨年

１２月から実施いたしました交通空白解消緊急対策事業デマンド交通、村タクの運行区域を

笠置町まで拡大する事業を継続するもので、従来の循環バスの運営経費と合わせて計上させ

ていただいておりますことから、昨年度、循環バス運営事業から１，５８５万４，０００円

の増額となっております。８年度中には、循環バスとの統合も見据え、町内の公共交通の最

適化を図ってまいりたいと考えているところでございます。 

　　３１ページにまいりまして、２目文書広報費でございます。 

　　笠置テレビの運営事業といたしまして、機器等設備保守点検委託料１０５万６，０００円

をはじめ、ケーブルテレビ利用料補助金６１万４，０００円など、合計２０４万

７，０００円を計上させていただいております。ホームページ管理事業といたしましてホー

ムページの維持管理委託料５６万８，０００円、情報発信強化事業としてラインのシステム

使用料１３２万２，０００円の合計１８８万８，０００円を計上させていただいております。
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なお、ラインにつきましては、タブレットの運用状況も見ながら、廃止も含めまして、今後

検討してまいりたいと考えております。 

　　防災情報等受診サービス提供事業といたしまして、４６１万３，０００円を計上しており

ます。前年度から７４０６万９，０００円の減額となっておりますが、今年度は、タブレッ

トに係る通信費のみとなっておりまして、新年度併せまして、新規アプリ導入に向けた検討

を開始していきたいと考えているところでございます。 

　　３４ページをお願いいたします。 

　　６目企画費でございます。 

　　ＪＲ笠置駅切符等販売事業といたしまして、８９万６，０００円計上しております。前年

度から６３９万６，０００円の減額となっております。ＪＲの往復切符の販売が３月１３日

で終了となり、鉄道運賃助成事業を終了することなどに伴い、駅での切符販売等の管理業務

を廃止することとしたことによるものでございます。笠置いこいの館管理運営事業といたし

まして、１，２５９万１，０００円を計上しております。いこいの維持管理に係ります経費

となっておりまして、前年に比べ、６７万９，０００円の減となっているところでございま

す。 

　　３５ページにまいりまして、地域おこし協力隊事業でございます。 

　　７１８万３，０００円計上しておりまして、前年度比４２６万９，０００円の増となって

おります。これは、本事業が、国の特別交付税の対象となっておるところでございますけれ

ども、８年度から、協力隊の募集業務も交付税の対象となりましたことから、協力隊の募集

事業の委託として、３５０万円を計上させていただきました。昨年度も協力隊を採用したい

というふうに考えておりましたが、適任者が見つからなかったため、新年度につきましては、

採用に向けてしっかりと取り組んでまいりたいと考えているところでございます。交流施設

等の管理事業では、１７９万２，０００円を計上しており、かさぎテラスや、移住・定住プ

ラザ等に係ります経費でございまして、会計年度任用職員等の報酬、主に草刈り経費となり

ますが、前年度比２３万３，０００円の増額となっているところでございます。 

　　下段から３６ページにかけてでございますが、関西本線利用促進等事業では、２６３万

６，０００円を計上しておりまして、前年比９７万６，０００円の増となっております。こ

れは、ＪＲ関西本線（加茂以東）沿線地域公共交通計画が令和８年度に終了年度を迎えるこ

とから、その計画更新策定業務の負担金といたしまして、９２万２，０００円などをお願い

するものでございます。 
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　　移住促進事業では、８００万円計上しております。移住促進住宅整備事業補助金６００万

円のほか、移住・定住・交流促進支援事業補助金として２００万円を計上しております。一

般社団法人地域活性化センターの助成金をこのたび獲得することができましたので、デジタ

ルマップを活用した体験商品の予約販売でありましたり、実証を通じた観光商品のパッケー

ジ化、それに伴う収益化を高めていこうと考えておりまして、移住者の雇用の受け皿として

も考えてまいりたいというふうに思っております。 

　　下段から３７ページにかけましてでございますが、ふるさと納税事業でございます。ふる

さと納税の代行手数料など３３４万６，０００円を計上させていただいております。また、

企業版ふるさと納税制度活用事業といたしましては、９８万１，０００円計上しております

が、いずれも、納税状況に応じまして、今後、増額補正をお願いしてまいりたいというふう

に考えております。相楽東部未来づくり推進事業といたしまして１０８万３，０００円を計

上しております。これは、京都府と和束町、南山城村と本町で設置しております相楽東部未

来づくりセンターが実施いたします、京都きづ川アクティビティキャンペーン事業などに係

る負担金等でございます。地域活性化起業人事業では、前年比２６２万円の減となりまして、

１，９１０万１，０００円を計上させていただいております。住民向けＤＸの推進のための

企業派遣型起業人、町内行政のＤＸ推進のためのシニア型起業人をそれぞれ１名ずつ、また、

観光をはじめとしたにぎわいづくり移住促進等のための副業型起業人を４名、合計６名の起

業人に係る経費でございます。 

　　３８ページにまいりまして、笠置町史編さん準備事業といたしまして、７５万

７，０００円を計上しております。笠置町制施行１００周年を見据え、後世に笠置町の歴史

や文化を継承するための町史編さんに向けた準備に取りかかるための経費でございます。 

　　また、保育園留学推進事業といたしまして、１，３９６万円計上しております。保育所を

核に多様な交流を通じ、関係人口を拡大し、地域活力の維持及び経済の活性化を図るため、

保育園留学を立ち上げるとともに、その運営支援や、滞在するための施設調査や改修などに

係る経費をお願いするものでございます。 

　　ページ飛びまして、６７ページをお願いいたします。 

　　６款商工費、１項商工費、２目商工振興費でございますが、商工振興事業といたしまして、

商工会への補助金計５５０万円等を計上しております。３目観光費でございますが、６８ペ

ージにまいりまして、観光事業として、前年度比２３６万９，０００円減の３７６万

１，０００円を計上しております。イベント事業費補助金に２６０万円、お茶の京都ＤＭＯ
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への分担金６３万円等でございます。 

　　次に、観光施設管理事業といたしまして、７４７万１，０００円計上しております。これ

は、笠置山自然公園清掃及び管理委託に係る経費３８８万９，０００円のほか、町営駐車場

に係る土地賃借料１２１万２，０００円、草刈り費用１１０万８，０００円などとなってお

ります。 

　　下段から６９ページになりますが、桜保全等事業といたしまして、前年度比４６万

３，０００円増の２８０万４，０００円計上させていただいております。桜植栽等に係る経

費として１８８万３，０００円、除草作業に係る経費として８４万９，０００円などお願い

しているものでございます。 

　　４目産業振興会館費でございますが、産業振興会館運営事業といたしまして、会計年度任

用職員の人件費のほかメンテナンス等運営に係る経費を、合計１，４４３万３，０００円を

計上しておりまして、前年度比５３万２，０００円の増額となっております。 

　　希望のまち推進課関係は以上でございます。よろしくお願いをいたします。 

議長（西　昭夫君）　税住民課長。 

税住民課長（草水英行君）　失礼をいたします。 

　　私からは、税住民課が所管いたします歳出予算のうち主なものついて、御説明申し上げま

す。 

　　予算書の４０ページを御覧ください。 

　　２款総務費、２項徴税費の続きのページでございます。京都地方税機構負担金といたしま

して４１７万５，０００円を計上しております。昨年度と比較いたしまして２８万

９，０００円の予算増額となっております。主には、機構におけるシステムが標準準拠シス

テムに移行されまして、料金形態がパッケージ価格から利用料になったことによりまして、

ライセンス追加が必要になるとして、増額となっているものでございます。また、２目の賦

課徴収費、賦課徴収事務では、印刷製本費を２４万７，０００円、昨年度と比較しまして

３６万５，０００円減額としております。こちらは、令和７年度に標準準拠システムの移行

の際に、専用帳票を発注したこと、また、それから、専用帳票がＡ４用紙での代用が可能と

なったということにより減額するものでございます。また、その下の不動産鑑定委託料につ

いても、昨年度予算より６６万７，０００円減額とした１９３万２，０００円を計上してお

りまして、令和７年度は、固定資産税の評価替えに伴い増額となっていたものでございます。 

　　それから、一番下の過年度税還付金については、昨年度より５０万円の増額となる
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１００万円を予算計上しておりまして、こちらにつきましては、令和７年度の法人町民税に

係る中間申告が多く納付いただいた関係から、過年度還付を視野に入れまして増額するもの

でございます。 

　　続きまして、予算書の次のページ、４１ページを御覧ください。 

　　２款総務費、３項戸籍住民基本台帳費でございます。令和７年度では、戸籍総合システム

導入作業委託料といたしまして１，９９１万１，０００円を計上し、標準準拠システムへの

移行事業がございました。こちらにつきましては、令和７年度のみの事業でございますので、

大きく予算額としては下がっております。ただ一方で、今年度の戸籍関係のシステム改修に

つきましては、主要事業調書にも記載したおりますとおり、旧式の対応や戸籍付票と住民基

本台帳システムの連携機能追加など、そちらにつきまして、４１４万２，０００円を計上し

ております。 

　　それから、説明欄、中ほどにございます戸籍総合システム保守委託料は、昨年度４４６万

２，０００円であるのに対しまして、本年度、令和８年度では、１４２万６，０００円とし

ております。また、システム使用料が昨年度４３８万３，０００円にあるのに対し、令和

８年度では、７７５万９，０００円としております。これら２つの費目につきましては、ど

ちらも３００万円程度増減しておりますけれども、予算の計上費目の整理をさせていただい

たものでございます。加えまして、戸籍標準システムに係る負担金としまして５０５万

２，０００円をお願いしております。 

　　続きまして、予算書の４８ページを御覧ください。 

　　３款民生費、１目社会福祉総務費の続きのページでございます。 

　　項目として、下から３番目にございます、国民健康保険特別会計繰出金では、８３７万

８，０００円を計上しております。こちらは、前年度と比較しまして、３３６万

１，０００円の減額となっておりまして、主に保険税軽減に係る保険基盤安定繰出金と事務

費繰出額を減額しております。 

　　続きまして、予算書の６１ページを御覧ください。 

　　ページ下段にあります４款衛生費、５目環境衛生費でございます。 

　　２項目めにございます、環境維持管理事業として３２万４，０００円を計上しておりまし

て、その中に、令和８年度に全国都市緑化フェアへの参加といたしまして、消耗品費１０万

円、貸切りバス委託料として１０万円、有料道路通行料として１万３，０００円を計上して

おります。こちら、京都亀岡運動公園で本年９月から１１月にかけて開催が予定されており
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ます緑化フェアへの参加を計画しておりまして、市町村を紹介する市町村パネルを設置、我

が町ＰＲを行ってまいりたいと思っております。 

　　予算書の次のページ、６２ページを御覧ください。 

　　４款衛生費、２項清掃費、１目塵芥処理費の２項目め、広域行政事業でございます。相楽

東部広域連合分担金（衛生分）では、４，７５８万３，０００円を計上しております。昨年

度と比較いたしまして、７４万６，０００円の減額となっておりますが、可燃ごみ中間処理

料、再資源化ごみ中間処理料が減額となったことによる予算減額となっております。その次

のごみ処理広域化検討事業負担金といたしまして、２万２，０００円を計上しております。

本年度の負担金の考え方が、これまでの均等割からごみ量割になったこと、また、事務所経

費のみの予算計上としておりますので、大幅に予算を減額しております。 

　　予算書の次のページ、６３ページをお願いいたします。 

　　４款衛生費、２目し尿処理費でございます。２項目めにございます合併浄化槽推進事業に

つきましては、補助対象となる浄化槽の設置基数などは、昨年度と同じ条件で予算化してお

りますけれども、単独浄化槽撤去費用、くみ取り槽の撤去費用などの国の補助単価、補助基

準額が上がりますので、その点で、昨年度より予算額が１８万円増えた２８７万

５，０００円を計上しております。 

　　次の広域行政事業、相楽広域行政組合負担金（し尿処理）につきましては、１，６７２万

６，０００円を計上しております。昨年度と比較しまして、１３０万５，０００円の増額と

なっておりますけれども、こちらにつきましては、令和８年度から令和１０年度までの３か

年契約として、相楽衛生センター運転維持管理業務を委託するに際しまして、人件費や収集

運搬費の増額があったことによるものでございます。 

　　私の方からは以上でございます。 

議長（西　昭夫君）　保健福祉課長。 

保健福祉課長（岩﨑久敏君）　それでは、私からは、保健福祉課が所管いたします歳出予算に

ついて主なものについて御説明いたします。 

　　予算書の４４ページをお願いいたします。 

　　３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費、社会福祉総務事業で、３８２万

１，０００円を計上いたしております。 

　　４５ページをお願いいたします。 

　　主な内容につきましては、７年度からの継続事業として、地域福祉計画策定のための費用



１８

として３６５万５，０００円や８年度中の成年後見制度の中核機関設置に向けての費用とし

て、６万３，０００円等を計上させていただいております。社会福祉協議会補助事業では、

１，５９９万３，０００円を計上させていただいております。主な内容では、社会福祉協議

会人件費として１，５６９万７，０００円を、身体障害者協議会等に関する業務の委託に関

する費用や社会福祉協議会が行う閉じこもり予防や見守り活動など福祉事業に関する費用な

どを計上させていただいております。障害者福祉事業では２６万３，０００円を計上いたし

ております。主なものといたしましては、障害のある方に対してのタクシー料金の一部を助

成する福祉タクシー事業として９万円、障害者相談事業に６万２，０００円等を計上してお

ります。 

　　４６ページでございます。 

　　福祉医療事業では６７５万円を計上いたしております。主な内容につきましては、障害の

ある方に対する医療費の助成として５０４万円を、ひとり親家庭の医療費の助成として

２３万２，０００円を、子育て世帯に対する医療費の助成として１４７万７，０００円を計

上させていただいております。 

　　４６ページ下段から４７ページにかけてでございます。 

　　障害者自立支援給付事業では６，６８４万７，０００円を計上いたしております。 

　　放課後児童デイサービスに係る費用等として、障害児入所等給付事業では５１２万

６，０００円を、居宅介護や就労継続支援など各種の福祉サービスに関する費用として障害

者自立支援給付事業で６，１７２万１，０００円を計上いたしております。 

　　４７ページ下段から４８ページにかけてでございます。 

　　地域生活支援事業では３５５万７，０００円を計上いたしております。主な内容につきま

しては、障害のある方や、その家族からの相談支援に関する費用や補聴器などの日常生活用

具の助成に関する費用、また、児童発達支援センターに係る費用を計上しております。障害

者福祉計画策定事業では、主要事業調書１１ページも御覧ください。相楽東部３町村の障害

者施策の基本的な方向性を示す障害者基本計画は、令和６年度から６年間の計画で、中間見

直しを、また、障害福祉計画や障害児福祉計画については、令和９年度から１１年度までの

３年間の計画として策定する費用として合わせて２２４万２，０００円を計上いたしており

ます。 

　　５１ページをお願いいたします。 

　　５１ページ下段から５２ページにかけてでございます。４目の老人福祉費では、高齢者福
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祉事業として５４３万６，０００円を計上いたしております。主なものといたしましては、

在宅の要介護者を介護されている方に対する激励金を支給する介護者激励金支給事業で

２０万円、外出困難な方を医療機関まで送迎する外出支援サービス事業で１１０万

９，０００円を、それから、老人手当支給事業では２５２万円を計上いたしております。 

　　また、繰出金事業では、介護保険特別会計と後期高齢者医療特別会計への繰出金として、

合わせて９，２７５万６，０００円を計上いたしております。 

　　５２ページの下段でございます。 

　　福祉医療事業では５８５万６，０００円を計上いたしております。内容につきましては、

６５歳から６９歳までの高齢者の方に対する医療費の負担額の一部を助成等するものでござ

います。 

　　５３ページを御覧ください。 

　　介護保険事業計画策定事業として３７７万３，０００円を計上いたしております。令和

７年度からの継続事業として、第１１次の高齢者福祉計画、第１０期の介護保険計画の策定

に係る費用として計上させていただいております。 

　　また、介護人材確保事業では１８万円を計上しており、この事業につきましては、令和

７年度より実施しており、介護職員の人材確保、育成、定着に向けた支援として、資格取得

支援等を実施し、事業主による介護職員の資質向上等の取組が促進されるよう支援するため

のものでございます。 

　　５４ページをお願いいたします。 

　　５目の老人福祉費の続きでございます。老人福祉施設運営事業では６３４万６，０００円

を計上いたしております。介護予防事業では、閉じこもり予防事業に関する費用として

３１万８，０００円を、また、居宅介護支援事業所運営事業では１８６万５，０００円を計

上し、要介護者のケアプランや必要なサービスの連絡調整等を行っております。 

　　また、地域包括支援センター運営事業では３７万７，０００円を計上し、センターの運営

費用を計上し、高齢者の総合的な相談窓口、介護だけではなく、医療や様々な関係機関と連

携し、高齢者の生活課題を支援しております。 

　　また、つむぎてらす運営事業では、つむぎてらすの運営に関する費用として２１５万

９，０００円を計上いたしております。 

　　５５ページを御覧ください。 

　　２項の児童福祉費、１目児童福祉総務費、児童福祉事業では、１，６１６万３，０００円
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を計上いたしております。主なものといたしましては、放課後児童クラブ運営に関する費用

として７５４万２，０００円を、また、ひとり親家庭支援事業では６万６，０００円、児童

手当の支給に関する費用として７７８万６，０００円を、それから、笠置町の将来を担う子

供たちを応援するための笠置未来っ子応援事業に係る費用として７４万３，０００円を計上

いたしております。 

　　５６ページをお願いいたします。 

　　児童公園維持管理事業では、児童公園に係る維持管理費用として１４１万９，０００円を

計上いたしております。なお、令和８年度におきましては、修繕料として４６万

２，０００円を計上し、わかさぎ公園の複合遊具、また、児童公園の滑り台の修繕のための

費用として計上させていただいております。 

　　それから、結婚・子育て応援住宅総合支援事業では、新婚世帯や子育て世帯に対しての住

宅の購入やリフォームの助成に関する費用として９５万円を計上いたしております。 

　　２目保育園費につきましては、保育士の人件費を含めた保育所の運営に関する費用となっ

ております。 

　　５７ページをお願いいたします。 

　　保育所事業として、保育所の運営に関する費用として７１０万円を計上いたしております。

内容につきましては、保育所の維持管理に関する費用、また、保育教材、給食に関する費用

等で、令和８年度におきましては、保育室のエアコン更新代として７３万２，０００円等を

計上させていただいております。 

　　５８ページを御覧ください。 

　　４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費では、保健福祉課が所管する事業とし

ては、保健業務全般に係る費用、保健業務として４１４万１，０００円を計上いたしており

ます。 

　　予算書の５９ページ、それから、主要事業調書１２ページ、１３ページを御覧ください。 

　　令和８年度においては、標準化対象と事務として位置づけられました保健事業であります、

住民の健康情報をデータベースで一元管理するための健康管理システム事業として、

３３６万１，０００円を、それから、経年における特定健診の結果等を分析するためのライ

センス使用料代として２７万８，０００円を計上いたしております。 

　　５９ページ下段でございます。 

　　２目予防費では、健康増進事業として３７４万９，０００円を計上いたしております。が
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ん検診におきましては、健康診査や各種がん検診、結核検診に関する費用、また、生活習慣

病を予防するための運動を行う健康教育や各地域で実施する健康相談に関する費用として計

上いたしております。特に、がん検診では、前年度に比べまして、２５５万１，０００円減

額となっております。これにつきましては、子宮がん検診及び乳がん検診が奇数年度で実施

しておるため、今年度計上がないというところでの減額となっております。 

　　６０ページの中段をお願いいたします。 

　　予防接種として７８１万円を計上いたしております。高齢者や乳幼児に対して行う定期予

防接種で７７６万円を計上しております。また、任意接種では、８年度から小児インフルエ

ンザ予防接種事業の対象を高校生まで拡充する等として５万円を計上させていただいており

ます。 

　　母子保健事業として９５万５，０００円を計上いたしております。主なものといたしまし

ては、乳幼児に対する健診で３３万１，０００円を、また、妊産婦に対する健診費用で

５５万８，０００円を計上いたしております。 

　　６１ページを御覧ください。 

　　定住自立圏事業として１４万２，０００円を計上いたしております。救急相談ダイアル

２４事業の笠置町の分担金分でございます。３項の診療諸費では、１，３３７万

１，０００円を計上いたしております。笠置歯科診療所では、修繕料として５万円を、また、

山城病院組合では、病院事業分の負担金として１，１５７万９，０００円を計上いたしてお

ります。これにつきましては、前年度から１０７万７，０００円増額となっておりまして、

山城病院組合の負担金算出の計算方法が変更となったことから増額となっております。また、

広域行政事業では、相楽応急診療所分の負担金として１７４万２，０００円を計上いたして

おります。 

　　４目の介護保険費では、山城病院組合の老健事業分の分担金として１５６万５，０００円

を計上しております。 

　　以上で説明を終わらせていただきます。 

議長（西　昭夫君）　参事。 

参事（前田早知子君）　失礼いたします。 

　　私のほうからは、建設産業課が所管する予算について説明させていただきます。 

　　まず、３８ページをお願いいたします。 

　　総務費の中でございます。３８ページ下段、防災諸費の防災事業のうち、木造住宅耐震改
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修事業に２８１万円を計上しております。個人所有の家屋につきまして、耐震診断を行うに

当たっての耐震診断士の派遣、また、診断結果に基づきまして、耐震補強または除去を行わ

れたものに対する補助金を計上しておるものでございます。 

　　続きまして、６３ページをお願いいたします。 

　　農林水産業費でございます。１項農業費は、１目で農業委員会費といたしまして、農業委

員の皆様の報酬や活動費等の１５１万１，０００円を計上しております。 

　　２目農業総務費では、主に職員や会計年度任用職員に係る人件費等でございますが、給与

支払費目の移動によりまして、昨年度より８４３万１，０００円増の１，４４５万

４，０００円の計上となっております。 

　　続きまして、３目農業振興費では、参画団体への負担金等１４万８，０００円、ページめ

くっていただきまして、４目でございますが、農地費では、農地の維持に係る経費といたし

まして、農地管理システムの使用料や機械借上げ等に６１万円を計上して、合計、農業費と

いたしましては、１，６７２万３，０００円を計上しております。 

　　続きまして、下段に２項林業費でございます。林業費は、新規事業もございまして、前年

度より１，６８４万９，０００円増の４，１７３万９，０００円を計上しております。２目

の林業振興費でございますが、有害鳥獣対策事業といたしまして、１８６万８，０００円で、

こちらには、捕獲委託料９０万円、また、個体の処理や大型おりの設置に対し、有害鳥獣捕

獲対策協議会への補助金といたしまして３０万円、また、狩猟免許等を取得される場合の講

習会への参加費用や猟銃の保管庫の購入等、狩猟免許の取得に際しては、費用が高額となる

ことから、新たにそれらを助成する狩猟免許取得助成事業といたしまして、２４万

９，０００円を計上しております。 

　　森林対策事業では、林道内の危険木伐採のための森林組合への補助といたしまして、

１３７万３，０００円、また、森林管理事業では、令和８年度は、西部区内の森林の現況調

査、また、所有者の意向確認等を行うための委託料といたしまして、８５４万１，０００円

を計上しております。令和８年度の新規事業となります地籍調査事業ですが、令和６年度か

ら、京都府が主体となって、地籍調査未実施地域の調査を実施しており、令和７年度におき

ましては、当町の北部区内の山林を調査していただいておりました。令和８年度におきまし

ては、笠置町が京都府から受託する形式で事業を実施することとなります。これに当たりま

して、委託料８００万円で、この事業費につきましては、全額京都府の補助金が交付される

こととなっております。 
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　　３目林道維持費では、令和７年度に実施いたしました橋梁点検の結果を受けまして、橋梁

修繕に係る設定委託料や工事請負費また除草委託料等で２，１５４万３，０００円を計上し

ております。 

　　農林水産業費に関しましては、以上となります。 

　　続いて、７０ページをお願いいたします。 

　　７款土木費でございます。まず、１項土木管理費では、こちら、職員人件費や各種協議会

への負担金といたしまして、２，９６１万６，０００円を計上しております。 

　　ページめくっていただきまして、２項道路橋梁費でございます。 

　　こちらは、前年度から３，１６２万４，０００円減額の５，０６８万５，０００円を計上

しております。２目の道路維持事業では、社会資本整備総合交付金を活用いたしまして、町

道及び里道水路の補修工事や除草等の委託料といたしまして、２，９９９万５，０００円を、

また、７２ページになりますが、交通安全対策事業といたしまして、通学路交通安全プログ

ラムに基づき、土留め柵の設置や水路の取替工事のため、１，１７０万円を計上しておりま

す。 

　　その次、３目道路新設改良費では、笠置山線の立ち入り防止柵や道路反射鏡の設置等の安

全対策工事に５２０万円を含む６２４万２，０００円を計上しております。 

　　４目橋梁維持費では、令和７年度に実施いたしました橋梁点検の結果を受けまして、１橋、

キノシタ橋の補修が必要となりましたので、その設計費用の２６０万円を計上しております。 

　　３項河川費でございます。河川費では、２目河川改良費といたしまして、除草作業のほか、

里道水路の取替えを引き続き、実施するため、２４９万３，０００円を計上いたしておりま

す。 

　　ページめくっていただきまして、続いて、７４ページをお願いいたします。７３ページで

ございます。申し訳ございません。 

　　４項住宅費でございます。住宅費では、令和７年度から９９９万２，０００円減額の

１，６６７万６，０００円となっております。町営住宅長寿命化計画に基づきまして、有市

住宅のバリアフリー化工事に９１０万円や、その周辺の除草、また側溝清掃等の費用を計上

したものでございます。 

　　最後、７６ページをお願いいたします。 

　　１２款災害復旧費でございます。公共土木施設災害復旧費といたしまして、災害等の発生

いたしました緊急時に、町内協定を結ばせていただきました事業者に依頼して速やかに災害
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復旧の対応ができるよう、工事請負費や、それから機械の借上げ等で４１１万８，０００円

を計上しております。 

　　建設産業課所管の分についての説明は以上となります。 

議長（西　昭夫君）　人権啓発課長。 

人権啓発課長（増田紀子君）　失礼いたします。 

　　人権啓発課が所管します歳出予算のうち主なものについて説明いたします。 

　　予算書の４８ページを御覧ください。 

　　３款民生費、１項社会福祉費、１目社会総務費、中段の人権擁護事業でございます。昨年

度より１万３，０００円減の３万円を計上しております。こちらは、人権の花運動でスイセ

ンの花を咲かせていただいたお礼に児童や園児に贈る記念品代や城南人権擁護委員協議会へ

の負担金を計上しております。 

　　続いて、４９ページを御覧ください。 

　　同じく１目社会福祉総務費の人件問題啓発事業でございます。こちらは、毎年１２月に開

催しております、人権学習公開講座に係る講師料等に３５万円、７月の笠置町の人権強調月

間と１２月の人権週間に実施する街頭啓発の際にお配りする啓発物品購入代としまして、

８万６，０００円、昨年度より５万１，０００円減の４３万６，０００円を計上しておりま

す。 

　　続いて、人権啓発活動地方委託事業といたしまして、２０万１，０００円を計上しており

ます。こちらは、スイセンの球根などの人権の花運動に係る費用といたしまして、消耗品に

５万７，０００円、各戸配布をしております、人権カレンダー作成に係る費用といたしまし

て、１４万４，０００円を計上しております。 

　　次の町村合同研修事業では、笠置町と南山城村職員の合同人権研修会に係る講師料といた

しまして、２万５，０００円を計上しております。 

　　続いて、同じく４９ページの２目社会福祉施設費の下段から５０ページにかけての隣保館

運営事業といたしまして、電気代や京都府と山城地域隣保館協議会への負担金などで８４万

３，０００円、会計年度任用職員報酬や期末勤勉手当のほか、福祉用具レンタル代を含む隣

保館デイサービス事業に４２６万８，０００円を、生け花講座開催に係る講師代や原材料費

といたしまして、地域交流促進事業に４２万３，０００円を、相談機能強化事業といたしま

して電話代６万円、合計で５５９万４，０００円を計上しております。 

　　同じく、５０ページの人権啓発事業といたしまして、１４６万６，０００円を計上してお



２５

ります。内容といたしましては、職員の出張旅費、また、第３次笠置町人権教育啓発推進計

画作成に係る印刷製本費に１３万２，０００円、住民意識調査アンケート実施のための送料

といたしまして４万１，０００円、そして、全国女性集会などの様々な人権研修会への参加

負担金に４０万円、きずな文化祭実行委員会への補助金といたしまして３５万円を計上して

おります。 

　　次に、地域交流活性化支援事業といたしまして、１４３万８，０００円を計上しておりま

す。内容としましては、地域交流事業として、陶芸教室の講師謝金や消耗品代に２８万

１，０００円を、課題対応型支援事業といたしまして、給食サービスを実施するための費用

として会計年度任用職員報酬、食糧費、消耗品代として１１５万７，０００円を、続いて、

５１ページの笠置会館管理事業といたしまして、施設や周辺維持管理に関する予算１１５万

５，０００円を計上しております。 

　　以上で人権啓発課が所管いたします歳出予算についての説明を終わらせていただきます。 

議長（西　昭夫君）　これで議案の説明を終わります。 

　　質疑に入る前に休憩をします。 

　　再開は、議場の時計で、１１時５分からとします。 

休　　憩　　　午前１０時５２分 

再　　開　　　午前１１時０５分 

議長（西　昭夫君）　休憩前に引き続き会議を再開します。 

　　これから質疑を行います。 

　　議案第２２号の質疑につきましては、歳入歳出ともに１款ごとに区切って、質疑を行いま

す。 

　　まず、歳入に関する質疑を行います。 

　　歳入に関する発言通告はありませんので、全議員にお聞きします。 

　　１款町税に関する質疑を行います。質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西　昭夫君）　質疑なしと認めます。 

　　これで１款町税に関する質疑を終わります。 

　　次に、２款地方譲与税に関する質疑を行います。質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西　昭夫君）　質疑なしと認めます。 
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　　これで２款地方譲与税に関する質疑を終わります。 

　　次に、３款利子割交付金に関する質疑を行います。質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西　昭夫君）　質疑なしと認めます。 

　　これで３款利子割交付金に関する質疑を終わります。 

　　次に、４款配当割交付金に関する質疑を行います。質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西　昭夫君）　質疑なしと認めます。 

　　これで４款配当割交付金に関する質疑を終わります。 

　　次に、５款株式等譲渡所得割交付金に関する質疑を行います。質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西　昭夫君）　質疑なしと認めます。 

　　これで５款株式等譲渡所得割交付金に関する質疑を終わります。 

　　次に、６款法人事業税交付金に関する質疑を行います。質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西　昭夫君）　質疑なしと認めます。 

　　これで６款法人事業税交付金に関する質疑を終わります。 

　　次に、７款地方消費税交付金の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西　昭夫君）　質疑なしと認めます。 

　　これで７款地方消費税交付金に関する質疑を終わります。 

　　次に、８款ゴルフ場利用税交付金の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西　昭夫君）　質疑なしと認めます。 

　　これで８款ゴルフ場利用税交付金に関する質疑を終わります。 

　　次に、９款自動車取得税交付金の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西　昭夫君）　質疑なしと認めます。 

　　これで９款自動車取得税交付金に関する質疑を終わります。 

　　次に、１０款環境性能割交付金の質疑を行います。質疑はありませんか。 
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（発言する者なし） 

議長（西　昭夫君）　質疑なしと認めます。 

　　これで１０款環境性能割交付金に関する質疑を終わります。 

　　次に、１１款地方特例交付金の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

議長（西　昭夫君）　質疑なしと認めます。 

　　これで１１款地方特例交付金に関する質疑を終わります。 

　　次に、１２款地方交付税の質疑を行います。質疑はありませんか。 

　　７番、由本議員。 

７番（由本好史君）　７番、由本です。 

　　１２款地方交付税につきましては、前年度比１億６００万円の増額となっております。地

方交付税は、増額の傾向があるとはいえ、前年度までは、普通交付税が、その年の財源留保

としての意味合いで計上されていたと思います。また、特別交付税のほうも新規事業がある

とはいえ、その算出根拠が不明にもかかわらず、前年度比１，０００万円が増額計上されて

おります。そのあたり、お考えを、お聞かせ願いたいと思います。 

議長（西　昭夫君）　総務財政課長。 

総務財政課長（森本貴代君）　由本議員の御質問にお答えをさせていただきます。 

　　普通交付税につきましては、例年、由本議員からも御指摘をいただきまして、財源留保の

こともありまして、毎年度積算させていただいている計上額よりも少ない額を見積もってお

ったところでございます。ただ、ここ数年、本当に再算定もありまして、社会情勢の、その

時々の社会情勢に見合って再算定が行われているというところでございますが、当初、計上

している予算を大幅に上回る交付額となっております。 

　　先ほども説明の中でさせていただきました、総務省のほうでも、令和８年度は、普通交付

税が増額となる見込みというふうには聞いております。算定の仕方、積算の仕方でございま

すが、これまでは、前年度の再算定前の交付額に国が示す伸び率を乗じまして、歳入欠損に

ならないように当初見積額を調整していたところでございますが、令和８年度については、

再算定で、かなり増額という傾向がありますので、積算のほうを見直しまして、令和７年度

の再算定後の交付額に過去３か年における平均の伸び率を積算して乗じているところでおり

ます。積算した金額より少しまだ歳入のほうは留保させていただいているというところでご

ざいますが、今年度につきましては、再算定のときに、計上されて対象科目となっておりま
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す臨時財政対策債の償還基金費につきましても、当初のほうで交付するというようなことも

聞いておりますので、今回の当初のときに、前年度よりは大幅に増額をして計上したところ

でございます。 

　　それから、特別交付税につきましては、普通交付税と比べまして、確かな算定科目という

のがない部分も多くございます。そういったところで、由本議員からも例年御指摘いただい

ておりまして、そちらも歳入留保という形で少ない額を見積もっておったところでございま

すが、積極的に財源の確保をしたいということもありまして、特別交付税の奨励項目になっ

ております事業を活用して、町の財政運営をしていきたいなというところで、いろいろ各課

のほうで考えていただいております。その中の一つで、説明させていただきました保育園の

留学の推進事業というのも特別交付税の対象となっているところでございます。 

　　今年度も、１億３，０００万円の予算を計上しておりますが、それよりも少し増額して交

付されるというところを今現時点で聞いております。そういうこともありまして、８年度に

つきましては、１，０００万円増額して、１億４，０００万円とさせていただいたところで

ございます。特別交付税につきましては、こちらの財政の運営の仕方で獲得できる科目もあ

りますので、いろいろ考えていきながら、交付税増額になるように努力はしてまいりたいと

考えております。 

議長（西　昭夫君）　７番、由本議員。 

７番（由本好史君）　７番、由本です。 

　　積極的に、そういった交付税の確保に努めていただきたいと思うんですけれども、令和

６年度で、地方交付税は予算現額９億１，１７８万８，０００円に対し、収入済額は９億

４０４万１，０００円ということで、７７４万７，０００円の歳入欠陥が出ました。令和

８年度は、９億７，６００万円が計上され、令和６年度の予算現額と比較をしますと、

６，４２１万２，０００円の増というようなことで計上されたわけでございます。本当に歳

入欠陥が心配されますので、そのあたり、予算執行については、十二分に気をつけていただ

きたいと思います。そのあたりのお考えをもう一度お願いしたいと思います。 

議長（西　昭夫君）　総務財政課長。 

総務財政課長（森本貴代君）　失礼をいたします。 

　　由本議員御指摘ございました令和６年度につきましては、特別交付税のところで、不用額

といいますか、出たのかなと、普通交付税につきましては、算定が決まりましたら、補正予

算で対応させていただいているところではございますが、御指摘がございましたように歳入
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欠損にならないようにしっかりと考えていただきたいというところで、普通交付税につきま

しては、算定が確定しましたら、確実に予算計上させていただきまして、先ほどありました、

特別交付税につきましても、積極的には財源確保できるように努めてはまいりますものの、

議員おっしゃいますように歳入欠損にならないように補正等でしっかり精査させていただき

たいというふうに思っております。 

議長（西　昭夫君）　ほかに質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西　昭夫君）　これで１２款地方交付税に関する質疑を終わります。 

　　次に、１３款分担金及び負担金の質疑を行います。質疑はありませんか。 

　　７番、由本議員。 

７番（由本好史君）　７番、由本です。 

　　１節の児童福祉費負担金で、保育所の現年分が前年度比３４万６，０００円の増の

１１６万６，０００円が計上されておりますが、令和６年度決算では、５２万９，０００円

の予算に対して、収入済額が２６万３，７００円ということでした。本当にこの１１６万

６，０００円の予算の計上が正しいのか、そのあたりを確認したいと思います。 

議長（西　昭夫君）　保健福祉課長。 

保健福祉課長（岩﨑久敏君）　ただいまの由本議員の御質問にお答えさせていただきます。 

　　現年度分につきましては、継続の方が６名おられるんですけれども、そのうちのお一人の

方、それから、新規を、お二人見込んでおるんですけれども、そのお二人分を合わせて３名

の方で、今回１１６万６，０００円を計上させていただいているところでございます。以上

です。 

議長（西　昭夫君）　７番、由本議員。 

７番（由本好史君）　７番、由本です。 

　　どうして、そんな令和６年度そんな違いが出たのかというのは、疑問に思うわけですが、

町長は施政方針の中で、子育てするなら笠置町というメッセージを力強く発信し、移住定住

の促進へつなげていくとのことでした。それなら、保育料を無償化してはいかがでしょうか。

そのあたりのお考えをお聞かせ願いたいと思います。 

議長（西　昭夫君）　町長。 

町長（山本篤志君）　ただいまの由本議員の保育料の無償化したらどうかということでござい

ます。 
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　　まだ、今、この段階で明確にはお答えはできないんですけれども、当然、あらゆる子育て

施策についてのことは検討していきたいとは考えておりますので、現時点では、する、しな

いというお話は、お答えはできませんけれども、当然検討していくべきことではあるかなと

考えております。以上でございます。 

議長（西　昭夫君）　ほかに質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西　昭夫君）　これで１３款分担金及び負担金に関する質疑を終わります。 

　　次に、１４款使用料及び手数料の質疑を行います。質疑はありませんか。 

　　７番、由本議員。 

７番（由本好史君）　７番、由本です。 

　　２節の交流施設使用料が２万９，０００円ということで、前年度と同額の金額が計上され

ておりますが、令和６年度の交流施設等管理事業費で１３９万１，０４５円ということで、

１３８万７，００５円の赤字で、町民の方々の負担となっております。１０日の議会で、交

流拠点施設の使用料案が否決され、令和８年度も町民の方々の負担が危惧をされ、交流施設

の活発な利活用が叫ばれるわけですが、どのように考えておられるのか、お聞かせ願いたい

と思います。 

議長（西　昭夫君）　参事兼希望のまち推進課長事務取扱。 

参事兼希望のまち推進課長事務取扱（田中邦男君）　ただいまの由本議員の御質問でございま

す。 

　　かねてから、交流施設の利用促進につきましては、御指摘もいただいているところでござ

います。例えば、サテライトオフィスにつきましては、これまでからも、ちょっとお答えも

させていただいておりましたけれども、サテライトオフィス、そこでリモートワークをして

いただけるような施設であるにもかかわらず、申請がアナログの紙ベースの申請でございま

したり、鍵も役場のほうに取りに来ていただけなければならないようなシステムになってお

ります。そのあたり含めまして、御指摘いただいておりますように、利用していただきやす

い施設になるように設備等を含めまして、取り組んでいきたいというふうに考えております。

以上でございます。 

議長（西　昭夫君）　ほかに質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西　昭夫君）　これで１４款使用料及び手数料に関する質疑を終わります。 
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　　次に、１５款国庫支出金の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西　昭夫君）　質疑なしと認めます。 

　　これで１５款国庫支出金に関する質疑を終わります。 

　　次に、１６款府支出金の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西　昭夫君）　質疑なしと認めます。 

　　これで１６款府支出金に関する質疑を終わります。 

　　次に、１７款財産収入の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西　昭夫君）　質疑なしと認めます。 

　　これで１７款財産収入に関する質疑を終わります。 

　　次に、１８款寄附金の質疑を行います。質疑はありませんか。 

　　７番、由本議員。 

７番（由本好史君）　７番、由本です。 

　　寄附金額が前年度比３４７万７，０００円増の８９０万円が計上されております。令和

７年度の企業版ふるさと納税額は幾らなのか、また、それをどのように活用されたのか、ま

た、令和８年度は、どのように活用される予定なのか、そのあたりをお聞かせ願いたいと思

います。 

議長（西　昭夫君）　参事兼希望のまち推進課長事務取扱。 

参事兼希望のまち推進課長事務取扱（田中邦男君）　７年度の企業版ふるさと納税につきまし

ては、現在、既に１，０００万円は入っているところでございまして、残り、今、現在、今

月中には、１，２００万円程度入ってくる予定になっております。この企業版ふるさと納税

を活用いたしまして、かねてから、御説明もさせていただいていますとおり、キャンプ場の

環境改善をはじめまして、にぎわいづくりのために生かしていきたいというふうに思ってお

ります。なお、８年度につきましては、そのあたり、まだ、予定が立てられておりません。

そのあたり、収入が見込まれるタイミングで、しかるべきタイミングで増額の補正をお願い

できたらばと思っております。以上でございます。 

議長（西　昭夫君）　ほかに質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 
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議長（西　昭夫君）　これで１８款寄附金に関する質疑を終わります。 

　　次に、１９款繰入金の質疑を行います。質疑はありませんか。 

　　７番、由本議員。 

７番（由本好史君）　７番、由本です。 

　　１目の財政調整基金繰入金です。町長の施政方針で、令和８年度末の財政調整基金残高は、

約１億円と見込んでいるということでしたが、報道では、９，４００万円とのことでした。

令和８年度予算で、１億１，０００万円繰入れされるということで、令和９年度以降の予算

編成を考えますと不安しかありません。そのあたりのお考えをお聞かせ願いたいと思います。 

議長（西　昭夫君）　総務財政課長。 

総務財政課長（森本貴代君）　失礼いたします。 

　　由本議員の御質問にお答えをさせていただきます。 

　　まず、町長の施政方針で申し上げました、約１億円の残高と新聞報道で御覧になられまし

た９，４００万円のところでございますが、今年度、７年度決算が終わりましたら、また、

剰余金を財政調整基金に積むことになりますので、その差額というところで、財政のほうと

しましても、約１億円の残高を見込んでおります。由本議員おっしゃいますように財政調整

基金がこれだけ少なくなってきて、不安に思っておられるというのもすごく理解しておりま

す。 

　　先日の常任委員会でも、御説明させていただきましたが、今、財政、非常に厳しい状況で

ございます。そういった中で、ほかの基金を活用しまして、財政調整基金を留保していかな

ければならないというような状況でございます。財政調整基金の留保に関しましては、この

年度中に突然、災害ですとか何か急に対応しなければならなくなった場合の財源としまして、

留保しておかなければならないという考えの下、その当初の年度末の残高の見込みにつきま

しては、参考としまして、当初の標準財政規模の約１０％に当たります１億円程度を確保し

たいというふうに考えております。そういったところで、今年度につきましては、先ほど説

明でも申し上げましたとおり、令和７年度一般財源で見ている部分が多かったというところ

もありましたので、前年度比較しまして、財政調整基金に関しましては、今年度、かなり少

なくなっております。ただ、ほかの基金の活用というのが、その分増えているというところ

でございますが、先ほど説明しましたとおり、財政調整基金の留保というところで、ほかの

基金を活用していきたいというふうに考えております。この８年度執行していく中で、どう

いうふうに財政調整基金のほうへ、戻していくのか、また、それ以外の基金を繰り入れてい
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くのか、しっかり精査しながら財政運営していかなければならないというふうに思っており

ますが、９年度以降の運営につきましても、１億円の財政調整基金の残高を留保していくた

め、しっかりと基金の活用、補助金の活用、先ほど言いました特別交付税の獲得、しっかり

考えて、財政のほう、予算のほうは組んでいきたいというふうに今のところ考えておるとこ

ろです。 

議長（西　昭夫君）　ほかに質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西　昭夫君）　これで１９款繰入金に関する質疑を終わります。 

　　次に、２０款繰越金の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

議長（西　昭夫君）　質疑なしと認めます。 

　　これで２０款繰越金に関する質疑を終わります。 

　　次に、２１款諸収入の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

議長（西　昭夫君）　質疑なしと認めます。 

　　これで２１款諸収入に関する質疑を終わります。 

　　次に、２２款町債の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西　昭夫君）　質疑なしと認めます。 

　　これで２２款町債に関する質疑を終わります。 

　　これで歳入の質疑を終わります。 

　　次に、歳出の質疑を行います。 

　　まずは、１款議会費の質疑を行います。 

　　議会費についての発言通告はありませんので、全議員にお聞きします。質疑はありません

か。 

（発言する者なし） 

議長（西　昭夫君）　質疑なしと認めます。 

　　これで１款議会費の質疑を終わります。 

　　次に、２款総務費の質疑を行います。 

　　まず、向出議員の発言を許します。 



３４

　　１番、向出議員。 

１番（向出　健君）　１番、向出です。 

　　総務費の総務管理費、２目の文書広報費の中のホームページの管理事業について質問をさ

せていただきます。 

　　ホームページにおきましては、各種の行事等につきまして、必ずしも掲載されていない内

容のものがあります。今回のタブレットの配布についても日程をお知らせ版にはありますけ

れども、ホームページ上にはなく、外出先等で確認できない状況があります。ホームページ

にも各種事業等は、できる限り、住民の利便性向上を図っていただきたいと思いますが、こ

の点の改善はいかがでしょうか。質問をさせていただきます。 

　　続きまして、防災情報等受信サービス提供事業について質問させていただきます。 

　　こちらのほうには、データ通信量のみの計上となっております。タブレットについては、

今後様々な活用も言われていましたが、本年度は、タブレットの追加機能については、特に

予定はしていないのでしょうか。 

　　この２点をお聞きいたします。 

議長（西　昭夫君）　参事兼希望のまち推進課長事務取扱。 

参事兼希望のまち推進課長事務取扱（田中邦男君）　向出議員の御質問にお答えをさせていた

だきます。 

　　まず、ホームページについてでございます。 

　　ホームページの掲載、御指摘のとおりでありまして、なかなか不十分なところでございま

す。ただ、タブレットも今回、導入をしておりますので、町民の皆様にとりましても、これ

から、よりよいしっかりとした情報提供をできるように取組を進めてまいりたいと思ってお

ります。また、タブレットの情報につきましては、現在、タブレット、今、配布を町内させ

ていただいているところでございますけれども、スマホでタブレットとほぼ同じ情報が見ら

れるアプリもございますので、それは、タブレット配布のときに、御案内させていただいて

いますので、そのあたりもまた、御活用いただければなというふうに考えておるところでご

ざいます。 

　　次に、タブレットの情報等受信サービス提供事業についてでございます。 

　　今、御指摘いただきました、機能拡充についてでございますけれども、どのような機能を

拡充していくかについて、８年度検討してまいりたいというふうに考えております。当然の

ことながら、進めていくに当たりまして、費用等もかかってまいりますので、そのあたり活
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用できる補助金でございますとか、交付金なども含めまして、検討してまいりたいというふ

うに考えております。以上でございます。 

議長（西　昭夫君）　１番、向出議員。 

１番（向出　健君）　１番、向出です。 

　　私自身、時折、ホームページで事業等、外出先で、ちょっと日程がすぐ分からないときに

確認したいと思うことが度々ありまして、本当に、なかなか、長年にもわたりまして、改善

されていない状況がありますので、ぜひ、できる限り、基準等はあるとは、何かつくらない

といけないと思うんですけれども、お願いをしたいというふうに思っております。 

　　あと、笠置町のお知らせのラインのものもあると思うんです。そういうものも含めまして、

総合的にいろんなところで情報が取れるような形を検討いただけたらと思います。よろしく

お願いをしたいと思います。 

議長（西　昭夫君）　次に、西朋子議員の発言を許します。 

　　２番、西朋子議員。 

２番（西　朋子君）　２番、西朋子です。 

　　３４ページのＪＲ笠置駅切符等販売事業について、さきの委員会で無人になると聞きまし

たので、駅の無人化についてお伺いさせていただきます。けがをされた方や高齢者等、階段

の上り下りが困難な方については、ＪＲの職員が対応するとされていましたが、無人化にな

るとどうなりますか。 

議長（西　昭夫君）　企画費のところは、全部。 

２番（西　朋子君）　次に、地域おこし協力隊についてお伺いいたします。地域おこし協力隊

の募集に当たり、何を目的とされているのですか。 

　　次に、保育園留学推進事業について、お伺いをさせていただきます。この事業の取組につ

いては、いいことだと思っていますが、予算の使い方について質問させていただきます。 

　　１つ目は、委託料８３６万円についてですが、保育園留学立ち上げ及び運営支援となって

いますが、具体的な内容とそれに係る金額を教えてください。 

　　２つ目は、８月には開始されるとのことですが、宿泊施設が、町内の民間施設のほかにも

町外の施設利用も視野に入れていると考えられているようですが、私的には、移住定住まで

考えているのなら、町内限定で滞在してもらうのが基本だと思います。町外に宿泊代を払う

のはどうかと考えます。町内で完結してほしいですが、いかがでしょうか。 

議長（西　昭夫君）　参事兼希望のまち推進課長事務取扱。 
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参事兼希望のまち推進課長事務取扱（田中邦男君）　西朋子議員の御質問にお答えをいたしま

す。 

　　ＪＲ笠置駅についてでございます。 

　　車椅子の方など、ＪＲを利用される際に介助が必要な場合につきましては、これまでから

も、ＪＲのお客様相談センターに事前に御連絡をいただければ、当日最寄りの有人駅から対

応していただいており、無人化後につきましても、同様のことと考えているところでござい

ます。また、これまでから、跨線橋を利用できない方からは、相楽東部広域バスの御利用と

いうことも伺っているところでございますけれども、これにつきましては、やはり駅のバリ

アフリー化が必要であるというふうに認識をしておりまして、なかなか難しい問題もあろう

かと思いますけれども、バリアフリー化につきましては、引き続きＪＲ西日本に要望してま

いりたいと、このように考えているところでございます。 

　　次の地域おこし協力隊についてでございます。 

　　地域おこし協力隊の協力隊員につきましては、移住定住やにぎわいづくりのために実施す

る業務などに従事していただくことを考えているところでございます。 

　　次に、保育園留学事業についてでございます。 

　　まず、１つ目、委託料についてでございますが、ホームページでの募集ページ、それから、

予約管理画面の作成などの準備業務に３１０万円、それから、募集から実際留学までの対応

業務、それから、広報、ＰＲ業務等、実際の運営に関する経費で４５０万円というふうにな

っております。 

　　それから、宿泊施設についてでございますけれども、これ、議員御指摘のとおりでござい

まして、基本はやっぱり町内で完結というふうに思うところではございますけれども、その

あたり、町内宿泊施設、数も少のうございます。また、夏から進めていこうとなりますと、

１週間のまとまった期間泊まれるかというと、施設によりましては、難しいことも出てくる

かもしれませんので、そのときの対応として、町外施設も考えているというふうなことでご

ざいまして、決して頭から、町外施設の利用というふうなことを率先して案内するというふ

うなことは考えていないというような状況でございます。以上でございます。 

議長（西　昭夫君）　２番、西朋子議員。 

２番（西　朋子君）　２番、西朋子です。 

　　今お答えいただいた内容について再度質問させていただきたいことがあります。 

　　１回のみで終わる事業ではないはずですので、まず、受け皿を整える必要があると思いま
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す。今ある施設の… 

議長（西　昭夫君）　西朋子議員。 

　　今の再質問は、何に対しての再質問になるか。 

２番（西　朋子君）　町… 

議長（西　昭夫君）　保育園のやつですか。 

２番（西　朋子君）　保育園です。このまま続けても大丈夫ですか。 

　　１回のみで終わる事業ではないはずですので、受け皿を整える必要があると思います。今

ある施設の、今、町の中にある施設なんですけれども、例えば、東部区には、サテライトオ

フィスもありますし、南部区では、移住・定住プラザや、あと、町営住宅などの設置目的を

変更すれば、宿泊できるようになると思うんですね。ですので、お試し住宅と同じように使

えるようになるのではないかと考えましたので、あと、応募された方が、滞在先を選ばれる

とは思うんですけれども、そういった設置目的を変更すれば宿泊ができるようになるという

施設が、町の中のほうにあると思いますから、そういったものを使えば、町内で完結できる

のではないかと思いますけれども、そういった考えはありますでしょうか。 

議長（西　昭夫君）　参事兼希望のまち推進課長事務取扱。 

参事兼希望のまち推進課長事務取扱（田中邦男君）　御指摘いただきましたとおりでございま

す。そのあたりも含めまして、プラスアルファで空き家等もあるかと思います。そのあたり、

保育園留学、利用していただける方に使っていただけやすいような建物、これなんかもつく

り出していきたいというふうに考えておりますので、よろしくお願いをいたします。以上で

ございます。 

議長（西　昭夫君）　２番、西朋子議員。 

２番（西　朋子君）　２番、西朋子です。 

　　また、保育園留学に関してのことなんですけれども、今、提案させていただいた、設置目

的を変更するという以外にも、本来の目的を害さない限り、目的外使用を認められていると

いうこともありますので、例えば、町長が認めますということであれば、目的外使用という

形でできるかとも思うんですけれども、そういったお考えというのは、ありますでしょうか。 

議長（西　昭夫君）　町長。 

町長（山本篤志君）　ただいまの質問でございます。先ほど、田中参事もお答えしましたけれ

ども、様々な件というのは、今後考えていきたいなと思っております。 

　　ただ、やはりまだスタート切っていない段階でございますので、将来多くの利用というこ
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とを見据えておりますけれども、まだスタート段階では、正直、スモールスタートから始め

ていって、それこそ、町が投資をしないということも含めてなんですけれども、まずは確実

にステップアップさせていけたらなと思っておりますので、そのあたりは、利用の状況、そ

して利用される方のニーズというのも聞かないといけないなというのもありますので、その

あたり委託業者のほうからも情報等取りながら、その内容にも応じて、そして、また、町の

資産が活用なんかも考えていきたいと思いますので、これからスタートしてからも含めて、

様々な件は考えております。以上でございます。 

議長（西　昭夫君）　ほかに質疑はありませんか。 

　　７番、由本議員。 

７番（由本好史君）　７番、由本です。 

　　今の３４ページのＪＲの笠置駅の切符等販売事業なんですが、窓口の業務は行わないとい

うことになろうかと思うんですけれども、そうしたら、今後、笠置駅の清掃とか維持管理は

どのようになるのかお聞かせ願いたいと思うのと、同じページの笠置いこいの館管理運営事

業が、前年度比６７万９，０００円の減の１，２５９万１，０００円が計上されております。

令和６年度は、会計年度任用職員の報酬の一部を商工費で支出されておりましたが、令和

８年度は、他の科目から支出するということはないのか、そのあたりの説明をお願いしたい

と思います。 

　　それと、３７ページの企業版ふるさと納税制度活用事業で、今回、新たに地域活性化推進

事業補助金が７５万円計上されております。この詳しい説明をお願いしたいと思います。 

　　それと、３８ページ、笠置町史編さん準備事業が、新たに７５万５，０００円が計上され

ております。町史編さんには、年間２，０００万円の費用が、七、八年必要とのことでした

が、財源について、どのように考えておられるのか、お聞かせ願いたいと思います。 

　　次に、同じ３８ページの保育園の留学推進事業なんですが、以前、事業者に委託して、そ

この事業者のパッケージを活用するということだったと思うんですが、もし、応募とかなか

った場合は、どのようにされるのか、そのあたりをお聞かせ願いたいと思います。 

議長（西　昭夫君）　参事兼希望のまち推進課長事務取扱。 

参事兼希望のまち推進課長事務取扱（田中邦男君）　由本議員の御質問にお答えをいたします。 

　　ＪＲ笠置駅の清掃等につきましてですが、現在、駅にショップが入っていただいておりま

すので、そちらのほうで清掃等対応していただく予定になっております。 

　　次に、いこいの館の会計年度任用職員の報酬につきましては、決算では、大変失礼をいた
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しましたが、今回ここに計上させていただいておりますので、他に計上しているというよう

なことはございません。 

　　それから、企業版ふるさと納税７５万円でございますけれども、企業版ふるさと納税を活

用して事業を展開していくということで、それの補助金、先ほども申しましたけれども、

８年度の収入見込み、まだちょっと計画立てられておりませんので、そのあたり、頭出しの

意味も込めまして、１００万円の想定で、それの７５％を補助金を活用して、企業版ふるさ

と納税を活用して、事業展開していくための補助金ということで、その分を計上させていた

だいているところでございます。 

　　笠置町の町史編さんにつきましては、財源等は、基本、一般財源でございますけれども、

京都府の活用できる交付金等も使わせていただく予定にしているところでございます。 

　　また、保育園留学事業でございますけれども、応募がなければということでありますけれ

ども、そのようなことがないように取組を進めていきたいというふうに考えておりまして、

先ほども、町長、答弁いたしましたけれども、スモールスタートかなというふうに思ってお

りますので、小さいところから進めていけたらなというふうに思っております。 

議長（西　昭夫君）　７番、由本議員。 

７番（由本好史君）　７番、由本です。 

　　そうしたら、笠置いこいの館の関係で、会計年度任用職員の方は、何か時間数が減らされ

たとか、人数が減らされたのか、そのあたり、再度お願いしたいと思います。 

　　それと、企業版ふるさと納税の補助金ですが、７５％補助すると、どういった形で補助さ

れるのか、そのあたりの説明をお願いしたいと思います。 

議長（西　昭夫君）　参事兼希望のまち推進課長事務取扱。 

参事兼希望のまち推進課長事務取扱（田中邦男君）　いこいの館の会計年度任用職員でござい

ますけれども、朝１０時までの対応ということで、やらせていただいております。そのあた

り時間短縮になっているのかなと思っております。 

　　企業版ふるさと納税でございますけれども、これは、９月に補正で対応をお願いしたとい

うふうに思っておりますけれども、地域活性化推進事業補助金ということで、企業版ふるさ

と納税を活用して、こういうふうな取組をしたいというふうに事業提案いただきまして、そ

れを町のほうで、チェック確認した上で、それで大丈夫だということであれば、それに対応

する補助金を交付させていただくというような制度でございます。以上でございます。 

議長（西　昭夫君）　ほかに質疑はありませんか。 
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（発言する者なし） 

議長（西　昭夫君）　質疑なしと認めます。 

　　これで２款総務費の質疑を終わります。 

　　次に、３款民生費の質疑を行います。 

　　民生費についての発言通告はありませんので、全議員にお聞きします。質疑はありません

か。 

　　７番、由本議員。 

７番（由本好史君）　７番、由本です。 

　　５６ページの児童公園の維持管理事業で、修繕料が前年度比４３万２，０００円増の

４６万２，０００円が計上されております。わかさぎ公園の複合遊具と児童公園の滑り台を

修繕するということです。以前から、公園の遊具等の整備については要望しておったわけで

すが、公園の遊具整備のお考えをお聞かせ願いたいと思います。 

議長（西　昭夫君）　保健福祉課長。 

保健福祉課長（岩﨑久敏君）　ただいまの由本議員の御質問にお答えさせていただきます。 

　　議員からも以前より、公園の遊具整備というふうに要望等いただいておるところなんです

けれども、今現在、まだ具体的には進んでいないというところが正直なところでございます。

遊具を設置するにも、安全領域といいますか、そういったところも勘案してしなければいけ

ないというところもありますし、そういったところも含めて、今後、また、検討進めてまい

りたいというふうに思っております。 

議長（西　昭夫君）　７番、由本議員。 

７番（由本好史君）　７番、由本です。 

　　児童公園のほうなんですが、令和８年度は、児童館に通う生徒児童もおらないというふう

なことを聞いたんですが、そのあたり、公園の整備をどのように考えておられるのか、本当

は、子供がいない中で、こういった遊具は逆に必要なのかなという、そのあたりのお考えは、

どうなんでしょうか。 

議長（西　昭夫君）　保健福祉課長。 

保健福祉課長（岩﨑久敏君）　ただいまの由本議員の御質問にお答えさせていただきます。 

　　児童館のところの遊具なんですけれども、児童館に行かれる方はおられないというような

ことは聞いておりますけれども、地域には、お子様がおられるというところもあります。今

回の修繕については、７年度の点検に伴って、点検で、修繕したほうがいいというようなと
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ころが出たところの対応ということになっておりますので、現状維持といいますか、８年度

については、そういうふうな形で進めてまいりたいというふうに思っております。 

議長（西　昭夫君）　ほかに質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西　昭夫君）　これで３款民生費の質疑を終わります。 

　　次に、４款衛生費の質疑を行います。 

　　衛生費についての発言通告はありませんので、全議員にお聞きします。質疑はありません

か。 

（発言する者なし） 

議長（西　昭夫君）　質疑なしと認めます。 

　　これで４款衛生費の質疑を終わります。 

　　次に、５款農林水産業費の質疑を行います。 

　　農林水産業費についての発言通告はありませんので、全議員にお聞きします。質疑はあり

ませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西　昭夫君）　質疑なしと認めます。 

　　これで５款農林水産業費の質疑を終わります。 

　　次に、６款商工費の質疑を行います。 

　　西朋子議員の発言を許します。 

　　２番、西朋子議員。 

２番（西　朋子君）　２番、西朋子です。 

　　観光費にあります、桜保全事業についてお伺いさせていただきます。 

　　企業が行う桜の保全事業に笠置町が採択されました。笠置山の駐車場からゴルフ場を通っ

て、柳生に抜ける道が新設された際にも桜の植樹をしましたが、鹿による樹皮や新芽の食害

があり、枯れたと聞いています。せっかく募集して、当選したので、同じように、無駄にな

らないよう、今ある桜の保全はもとより植樹の際にも鳥獣による樹皮や新芽の食害対策が必

要と思いますが、対策は考えておられますか。 

議長（西　昭夫君）　参事兼希望のまち推進課長事務取扱。 

参事兼希望のまち推進課長事務取扱（田中邦男君）　西朋子議員の御質問にお答えをいたしま

す。 
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　　桜の植樹でございますけれども、議員御指摘のとおり、食害対策、非常に重要であるとい

うふうに考えております。植樹する箇所に応じまして、鹿よけ柵やネット、このような対策

を講じてまいりたいなというふうに考えているところでございます。以上でございます。 

議長（西　昭夫君）　２番、西朋子議員。 

２番（西　朋子君）　２番、西朋子です。 

　　河原では、ソメイヨシノがメインで、一部、しだれ桜もあり、笠置山は八重桜などもあり

ます。毎年、笠置町では、桜まつりをしていますが、見頃は大体１週間から１０日ほどだと

思います。早咲きや遅咲きを含め、いろいろな種類の桜があります。長期間楽しんでもらう

ため、複数種類の桜を植えてはどうかと思います。こういった考えは、町としてどう考えて

おられるのか、お聞かせください。 

議長（西　昭夫君）　参事兼希望のまち推進課長事務取扱。 

参事兼希望のまち推進課長事務取扱（田中邦男君）　御提案ありがとうございます。 

　　そのようなことも含めまして、植樹する箇所等も含めまして、検討してまいりたいという

ふうに思っております。ありがとうございます。 

議長（西　昭夫君）　ほかに質疑はありませんか。 

　　７番、由本議員。 

７番（由本好史君）　７番、由本です。 

　　観光事業で、各イベント事業費補助金が前年度比２４０万円減額の２６０万円が計上され

ております。灯篭流し、もみじまつり、桜まつりのイベントに補助するということでしたが、

令和８年度は、ほかにイベントをされないのか、そのあたりをお聞かせ願いたいと思います。 

　　また、観光施設管理事業で、土地の賃借料が前年度比８万円増の１２１万２，０００円が

計上されております。どうして増額になったのか、そのあたりの説明もお願いしたいと思い

ます。 

議長（西　昭夫君）　参事兼希望のまち推進課長事務取扱。 

参事兼希望のまち推進課長事務取扱（田中邦男君）　イベントにつきましては、基本、町長の

施政方針の中にもございましたけれども、今後、伴走型といいますか、町も一緒になって支

援していくというような形で取り組んでまいりたいと思っております。 

　　今、御紹介ございました、灯篭流しでありますとか、もみじ、桜、このほかにも、町内の

方々、事業所も含めまして、こういうふうなイベントやりたいということでありましたら、

御相談にのらせていただいて、そのあたり対応してまいりたいというふうに考えております。 
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　　それから、観光施設管理の賃借料の８万円でございますけれども、ＪＲとキャンプ場との

間にあります、のり面、一部トイレのところの部分がＪＲの敷地がございます。その辺り、

ＪＲのほうから、賃借料をお願いできないかと、以前、キャンプ場につきましては、無料で

というようなことで、ＪＲさんのほうは認識されておられたようで、現在、清掃協力費、

５００円というような形で頂いていますので、それなら、それに見合う相当の賃借料をお願

いできないかというふうに申出があったものでございまして、その分をお含みさせていただ

いて、プラス８万円というふうになっております。以上でございます。 

議長（西　昭夫君）　７番、由本議員。 

７番（由本好史君）　７番、由本です。 

　　そうしたら、この土地賃借料の内訳を教えていただけないでしょうか。 

議長（西　昭夫君）　参事兼希望のまち推進課長事務取扱。 

参事兼希望のまち推進課長事務取扱（田中邦男君）　すみません、お待たせいたしました。 

　　内訳でございますが、町営の第２駐車場、それから、飛鳥路の駐車場、町営の第２駐車場

が１００万円、飛鳥路の駐車場が１３万２，０００円、それから、今、申しました、キャン

プ場のところの使用料が８万円ということでございます。以上でございます。 

議長（西　昭夫君）　ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

議長（西　昭夫君）　これで６款商工の質疑を終わります。 

　　次に、７款土木費の質疑を行います。 

　　土木費についての発言通告はありませんので、全議員にお聞きします。質疑はありません

か。 

（発言する者なし） 

議長（西　昭夫君）　質疑なしと認めます。 

　　これで７款土木費の質疑を終わります。 

　　次に、８款消防費の質疑を行います。 

　　消防費についての発言通告はありませんので、全議員にお聞きします。質疑はありません

か。 

（発言する者なし） 

議長（西　昭夫君）　質疑なしと認めます。 

　　これで８款消防費の質疑を終わります。 
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　　次に、９款教育費の質疑を行います。 

　　教育費についての発言通告はありませんので、全議員にお聞きします。質疑はありません

か。 

（発言する者なし） 

議長（西　昭夫君）　質疑なしと認めます。 

　　これで９款教育費の質疑を終わります。 

　　次に、１０款公債費の質疑を行います。 

　　公債費についての発言通告はありませんので、全議員にお聞きします。質疑はありません

か。 

（発言する者なし） 

議長（西　昭夫君）　質疑なしと認めます。 

　　これで１０款公債費の質疑を終わります。 

　　次に、１１款諸支出金の質疑を行います。 

　　諸支出金についての発言通告はありませんので、全議員にお聞きします。質疑はありませ

んか。 

（発言する者なし） 

議長（西　昭夫君）　質疑なしと認めます。 

　　これで１１款諸支出金の質疑を終わります。 

　　次に、１２款災害復旧費の質疑を行います。 

　　災害復旧費についての発言通告はありませんので、全議員にお聞きします。質疑はありま

せんか。 

（発言する者なし） 

議長（西　昭夫君）　質疑なしと認めます。 

　　これで１２款災害復旧費の質疑を終わります。 

　　次に、１３款予備費の質疑を行います。 

　　予備費についての発言通告はありませんので、全議員にお聞きします。質疑はありません

か。 

（発言する者なし） 

議長（西　昭夫君）　質疑なしと認めます。 

　　これで１３款予備費の質疑を終わります。 
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　　これで歳出の質疑を終わります。 

　　最後に、歳入歳出を通して全体の質疑を行います。 

　　向出議員の発言を許します。１番、向出議員。 

１番（向出　健君）　１番、向出です。 

　　ＪＲの鉄道運賃助成の取りやめについて質問をさせていただきます。 

　　今回、ＪＲの往復切符販売停止により、運賃助成の取りやめになったと聞いております。

また、町としても代替案も提案をしたということですけれども、ＪＲのほうが、なかなか対

応できないということで、この予算には間に合わなかったということで、お聞きをしており、

今後、何ができるか考えたいとの内容の説明を受けております。 

　　今後の検討に当たり、こうした事態でも事業が継続できるように、ＪＲの事業変更を想定

して、臨機応変にできるよう、複数案を持つことや、ＪＲの事業に影響を受けない形での町

単独での代替案を検討いただきたいですが、この点いかがでしょうか。 

議長（西　昭夫君）　保健福祉課長。 

保健福祉課長（岩﨑久敏君）　ただいまの向出議員の御質問にお答えをさせていただきます。 

　　本町の鉄道助成事業につきましては、ＪＲの往復乗車券の購入を前提といたしました助成

制度として運用してまいりました。ただ、往復乗車券の販売終了により、これまでどおりの

事務執行や助成の仕組みを維持することが困難となりました。また、庁内で代替案の検討を

重ねてまいりましたが、現行の助成金の事務の枠組みでは容易ではないという結論に至った

ところでございます。今後につきましては、特定の切符に依存しない、より柔軟な助成手法

として、ＩＣカード等の連動したポイント還元など、技術的な実現可能性を含めた調査研究

を進めてまいりたいというふうに考えているところでございます。 

議長（西　昭夫君）　ほかに質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西　昭夫君）　質疑なしと認めます。 

　　これで議案第２２号の質疑を終わります。 

　　ここで休憩をします。再開は、議場の時計で１時からとします。 

休　　憩　　　午後０時０２分 

再　　開　　　午後１時００分 

議長（西　昭夫君）　休憩前に引き続き会議を再開します。 

──────────────────────────────────── 
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議長（西　昭夫君）　日程第３、議案第２３号、令和８年度笠置町国民健康保険特別会計予算

の件を議題とします。 

　　議案の説明を求めます。税住民課長。 

税住民課長（草水英行君）　失礼をいたします。 

　　議案第２３号、令和８年度笠置町国民健康保険特別会計予算の件について御説明をさせて

いただきます。 

　　令和７年度と比較しまして、大きく変わるところを中心に説明をさせていただきます。 

　　それでは、予算書の７ページを御覧ください。 

　　歳入でございます。 

　　１款国民健康保険税でございます。当初予算につきましては、令和７年１１月時点の国民

健康税の調定額をベースに現年分では、収納率９７％、滞納分は６０％として積算しており

ます。また、令和８年度から、子ども・子育て支援分として、保険税とともに徴収する形と

なりました、こちらは調定額の実績がございませんので、京都府より提供を受けております

令和８年度の事業費納付金として納める額、そちらを保険税歳入として予算化したものとし

ております。 

　　次のページ、８ページを御覧ください。 

　　４款府支出金ですが、普通交付金は、歳出側の療養費諸費と高額療養費と予算をリンクす

る形で積算しておりまして、加えて、特別交付金を１，８１０万１，０００円としておりま

す。療養諸費や高額療養費につきましては、歳出側で説明いたしますが、過去３か年の実績

を勘案しまして、算定をしております。 

　　次の６款、繰入金、１項一般会計繰入金ですが、保険基盤安定繰入金と未就学児均等割保

険料繰入金は、令和７年度の見込額を計上しております。また、５節の財政安定化支援事業

繰入金についてでございますが、これまで、この予算は１５０万円を据え置く形で計上され

てきました。令和８年度より、普通交付税措置額を考慮した計算方法で繰入れすることとい

たしました。ただ、令和８年度の普通交付税につきましては、令和８年６月、７月頃に算定

されますので、予算額といたしましては、令和７年度として措置されている額をベースに計

上しております。 

　　６節の一般会計繰入金につきましては、令和８年度の事務費、歳出予算ですと１款総務費

が対象となりますけれども、令和７年度と比較いたしまして、歳出予算が下がりましたので、

本費目としても減額しておるものでございます。 
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　　なお、令和７年度にございました出産育児一時金等繰入金につきましては、令和８年度よ

り一般会計からの繰入れが制度上なくなりまして、国保会計内で財源を捻出する保険税で賄

うこととなりました。 

　　以上で歳入予算の説明を終わらせていただきます。 

　　続きまして、予算書の１０ページ、歳出予算について説明をいたします。 

　　１款総務費、１項総務管理費ですが、令和７年度には、システムの改修やパソコンの買換

えなど、令和７年度のみの事業がありましたので、委託料や備品購入費の予算を下げており

ます。一方で、令和８年度からの新規といたしまして、子ども・子育て支援金制度を周知す

るために改訂されるパンフレットの購入を見ております。そちら、需用費については、予算

額を昨年度当初予算額８万４，０００円から１万円を上げております。 

　　２項町税費につきましては、令和７年度に国保システムが標準準拠システムに移行しまし

て、その際に新たに必要となる専門帳票を注文しましたので、その在庫で対応が可能である

として、需用費を下げております。 

　　次のページ、１１ページでございます。 

　　２款保険給付費、１項療養諸費でございます。 

　　これまでの予算の積算では、３か年の実績額を平均し、予算化していたものでございます

けれども、年々、笠置町国保の被保険者数が減ってきておりますので、その分を計算に入れ

る必要があると考えました。そのため、直近の実績額を被保険者数で割り返しまして、１人

当たりの年度単価を算出し、そちらの３か年平均と、令和７年１０月時点での被保険者数を

掛け合わせまして、予算を積算することといたしました。どのようにいたしましても、将来

の医療負担を見込むことは難しいことではございますけれども、予算の考え方として整理を

させていただいております。 

　　次の項目の高額療養費につきましても、同じ考え方で、積算を行っております。 

　　次のページを御覧ください。 

　　３款国民健康保険事業費納付金につきましては、予算書の１２ページから１３ページにか

けまして掲載しておりますけれども、京都府より試算されました利用給付費分、後期高齢者

支援金等分、介護納付金分、子ども・子育て支援金分等を予算化しております。 

　　４款保健施設費、１目保健衛生普及費では、主に歯科健診事業の対象者数の減により、予

算額が減額となっております。 

　　同款２項の特定健診診査等事業費におきましては、集団検診受診者数を令和７年度予算積
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算時の２５名から３５名に引上げをさせていただいております。多くの方に受診いただける

よう、窓口などで受診勧奨や積極的な広報周知に努めさせていただきます。 

　　予算書の最終ページ、１４ページを御覧ください。 

　　６款諸支出金、１項償還金及び還付加算金につきましては、これまで１０万円を予算化し

てまいりましたが、令和７年度には、保険税を還付することが多くありまして、その都度、

予算を補正して対応してまいりました。そのため、令和８年度では、予算を増額して対応さ

せていただきたいと考えております。 

　　説明は以上となります。 

議長（西　昭夫君）　これから質疑を行います。議案第２３号の質疑につきましては、歳入と

歳出に区切って質疑を行います。議案第２３号についての発言通告はありませんので、全議

員にお聞きします。 

　　まず、歳入の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西　昭夫君）　質疑なしと認めます。 

　　これで歳入の質疑を終わります。 

　　次に、歳出の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西　昭夫君）　質疑なしと認めます。 

　　これで歳出の質疑を終わります。 

　　最後に、歳入歳出を通して全体の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西　昭夫君）　質疑なしと認めます。 

　　これで議案第２３号の質疑を終わります。 

──────────────────────────────────── 

議長（西　昭夫君）　日程第４、議案第２４号、令和８年度笠置町介護保険特別会計予算の件

を議題とします。 

　　議案の説明を求めます。保健福祉課長。 

保健福祉課長（岩﨑久敏君）　それでは、議案第２４号、令和８年度笠置町介護保険特別会計

予算の件について、御説明させていただきます。 

　　７ページをお願いいたします。 
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　　なお、一部、説明で省略させていただくところがございますので御了承ください。 

　　１款保険料、１項介護保険料では被保険者数５９０人を対象に特別徴収、普通徴収合わせ

て５，０３８万９，０００円を計上しております。普通徴収保険料現年度分については、収

納率９７％で見込んでおります。 

　　３款国庫支出金では、１項国庫負担金で４，１７０万６，０００円を、２項の国庫補助金

では１，９９９万円で介護給付費や地域支援事業の国負担分となっております。 

　　８ページを御覧ください。 

　　４款支払基金交付金、１項支払基金交付金では、２号被保険者の負担分として

６，５０６万２，０００円を計上いたしております。 

　　５款府支出金では、１項府負担金で３，４５０万４，０００円を、２項府補助金では

２５２万円を計上しており、介護給付費や地域支援事業の府負担分となっております。 

　　９ページ、１０ページを御覧ください。 

　　７款繰入金、１項一般会計繰入金では、介護給付費や地域支援事業の町負担分や事務費に

関する費用など合わせて４，４１１万円を計上いたしております。 

　　同款２項基金繰入金、１目介護給付費準備基金繰入金では、歳入不足分として２０４万

３，０００円を計上いたしております。 

　　９款諸収入、３項雑入、１目雑入では、おたっしゃくらぶの自己負担金分や介護予防計画

代など、合わせて１３１万６，０００円を計上いたしております。 

　　次に、歳出予算について御説明させていただきます。 

　　１１ページ、１２ページをお願いいたします。 

　　１款総務費、１項総務管理費では４５万円を計上いたしております。１目一般管理費では、

介護保険事務全般に係る費用として３４万９，０００円を計上いたしております。 

　　同款３項介護認定審査会費では、認定調査や認定審査会に関する費用として８９万

１，０００円を計上いたしております。 

　　４項の趣旨普及費では、制度改正に伴うパンフレット作成代として、２９万７，０００円

を計上させていただいております。 

　　２款保険給付費、１項介護サービス等諸費、１目居宅介護サービス給付費では、デイサー

ビス等の住宅のほうの在宅の方のサービス給付費として１億１５６万円を計上いたしており

ます。今年度については、利用者が減り、新規利用者に置き換わったが、全体としての利用

頻度も下がったこと等により、前年度比９７９万１、０００円の減となっております。 
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　　また、３目施設介護サービス給付費では、特別養護老人ホームなど施設入所されている方

へのサービス給付費として９，４８２万６，０００円を計上いたしております。これにつき

ましては、施設入所者の減に伴いまして、今年度、前年度と比べまして１，１６５万

３，０００円の減という形で計上させていただいております。 

　　１３ページ、１４ページをお願いいたします。 

　　同款２項介護予防サービス等諸費では、要支援の方へのサービスとして６１８万

７，０００円を計上いたしております。１目の介護予防サービス給付費では、福祉用具の貸

与利用者の増に伴い、４２９万７，０００円を見込んでおります。 

　　また、４項高額介護サービス等費では、１か月の自己負担が上限を超えた場合に支給する

費用として７３１万４，０００円を計上いたしております。 

　　５項高額医療合算介護サービス等費では、医療と介護を年間で合算し、限度額を超えた場

合に支給する費用として、７９万２，０００円を計上いたしております。 

　　１５ページ、１６ページをお願いいたします。 

　　６項の特定入所者介護サービス等費では、低所得の方が施設入所された場合の居住費や食

費の軽減に係る費用として１，１５８万６，０００円を計上いたしております。 

　　３款地域支援事業費、１項介護予防・生活支援サービス事業費では、要支援の方の訪問介

護や通所介護に係る費用や人件費の一部として５９１万２，０００円を計上いたしておりま

す。 

　　３項包括的支援事業・任意事業では、１８ページの上段までございますが、人件費が主で、

１，７８２万２，０００円を計上いたしております。 

　　以上で説明のほうは終わらせていただきます。 

議長（西　昭夫君）　これから質疑を行います。議案第２４号の質疑につきましては、歳入と

歳出に区切って質疑を行います。議案第２４号についての発言通告はありませんので、全議

員にお聞きします。 

　　まず、歳入の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西　昭夫君）　質疑なしと認めます。 

　　これで歳入の質疑を終わります。 

　　次に、歳出の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 



５１

議長（西　昭夫君）　質疑なしと認めます。 

　　これで歳出の質疑を終わります。 

　　最後に、歳入歳出を通して全体の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西　昭夫君）　質疑なしと認めます。 

　　これで議案第２４号の質疑を終わります。 

──────────────────────────────────── 

議長（西　昭夫君）　日程第５、議案第２５号、令和８年度笠置町後期高齢者医療特別会計予

算の件を議題とします。 

　　議案の説明を求めます。保健福祉課長。 

保健福祉課長（岩﨑久敏君）　それでは、議案第２５号、令和８年度笠置町後期高齢者医療特

別会計予算の件について御説明させていただきます。 

　　７ページをお願いいたします。 

　　なお、一部説明で省略させていただくところがございますので、御了承ください。 

　　まず、歳入予算について御説明させていただきます。 

　　１款後期高齢者医療保険料、１項後期高齢者医療保険料では、被保険者数約３６６人を対

象に、特別徴収、普通徴収合わせて２，５９６万５，０００円を計上いたしております。京

都府後期高齢者医療広域連合からの通知に基づき、計上いたしております。 

　　３款繰入金、１項一般会計繰入金では、４，８６４万６，０００円を計上し、１目一般会

計繰入金では、事務費繰入金で２７１万１，０００円を、保険基盤安定繰入金では、保険料

軽減分として、町４分の１、府４分の３分として、９６９万２，０００円を計上いたしてお

ります。事業費繰入金では、人間ドック事業など保健事業に係る費用として、１７７万

１，０００円を、合わせて１，４１７万４，０００円を計上いたしております。２目の療養

給付費繰入金では、３，４４７万２，０００円で、療養給付費に係る町負担分等で、広域連

合からの通知に基づき、計上させていただいております。 

　　８ページでございます。 

　　５款諸収入、４項雑入では、６０万６，０００円を計上いたしております。保健事業費に

対する補助金でございます。 

　　次に、歳出予算を御説明させていただきます。 

　　９ページ、１０ページを御覧ください。 
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　　まず、後期高齢者医療制度の業務に関しましては、広域連合と市町村は、事務をそれぞれ

分担しており、市町村は、その保険料の徴収を担い、連合へ納付金として支出しております。

２款後期高齢者医療広域連合納付金、１項後期高齢者医療広域連合納付金では、徴収した保

険料を納付する保険料等負担金や保険料軽減分の負担金、また、療養給付に対する負担金等

で７，２７４万２，０００円を計上いたしております。 

　　３款諸支出金、１項償還金及び還付加算金では、８１万３，０００円を計上いたしており

ます。４目の償還金では、過年度補助金の返還金として５９万９，０００円を計上いたして

おります。４款の保健事業費、１項保健事業費、１目健康増進推進事業費では、人間ドック

や特定健診に係る費用として、１７７万５，０００円を計上しております。人間ドックでは、

２０人、特定健診では、９５人を見込んでおります。 

　　以上で説明を終わらせていただきます。 

議長（西　昭夫君）　これから質疑を行います。議案第２５号の質疑につきましては、歳入と

歳出に区切って質疑を行います。議案第２５号についての発言通告はありませんので、全議

員にお聞きします。 

　　まず、歳入の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西　昭夫君）　質疑なしと認めます。 

　　これで歳入の質疑を終わります。 

　　次に、歳出の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西　昭夫君）　質疑なしと認めます。 

　　これで歳出の質疑を終わります。 

　　最後に、歳入歳出を通して全体の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西　昭夫君）　質疑なしと認めます。 

　　これで議案第２５号の質疑を終わります。 

──────────────────────────────────── 

議長（西　昭夫君）　日程第６、議案第２６号、令和８年度笠置町簡易水道事業会計予算の件

を議題とします。 

　　議案の説明を求めます。参事。 
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参事（前田早知子君）　それでは、議案第２６号、令和８年度笠置町簡易水道事業会計予算に

ついて説明させていただきます。 

　　まず、１ページをお願いいたします。 

　　１ページ、第２条でございます。令和８年度の業務の予定量を給水戸数６５０戸、年間総

給水量を１３万５、０００立方メートル、１日の給水量を３７０立方メートルとして、令和

８年度予算を算出しております。また、主な建設改良事業として、中央監視及びテレメータ

更新事業を行うこととしております。 

　　それでは、２６ページからの実施計画明細書により説明させていただきます。 

　　まず、収益的収入及び支出についてでございます。 

　　収入といたしましては、営業収益として、第２条の予定量から算出いたしました水道の料

金収入、こちらが２，３５７万３，０００円でございます。また、給水工事事業者の登録手

数料６万７０００円で、合計２，３６４万円を見込んでおります。 

　　営業外収益は、一般会計からの繰入金に当たるものといたしまして、２目他会計負担金が

１１９万７，０００円、３目の他会計補助金が５，５４２万６，０００円の計上をしており

ます。また、減価償却に合わせまして、４目の長期前受金戻入が１，５４７万５，０００円

を計上しております。 

　　続きまして、２７ページの支出でございます。 

　　まず、営業費用といたしまして、１目原水及び浄水費に係るものが１，８４４万

５，０００円で、こちらは、水質検査や急速ろ過器等の保守点検委託、また、浄水装置の修

繕費や薬品等の経費を計上しているものでございます。 

　　２目の配水及び給水費は、１５９万７，０００円で、水道メーターの交換や漏水等の緊急

時の補修工事費等を計上しているものでございます。 

　　３目業務費でございますが、４，５９４万３，０００円を計上しております。こちらは、

職員及び会計年度任用職員に係る人件費や、各施設の電気代、電話代、また、事務費等を計

上したものとなっております。また、令和８年度は、今年度、実施いたしました笠置町簡易

水道事業経営計画等の検討委員会からの答申を受けまして、水道料金改定計画を策定する予

定でおりまして、その業務委託料といたしまして、１、１５３万９，０００円を計上してお

ります。 

　　続きまして、資本的収入及び支出のほうの説明をさせていただきます。 

　　２９ページをお願いいたします。 
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　　先に、下の支出について説明させていただきます。支出では、建設改良事業といたしまし

て、中央監視及びテレメータ更新工事に７，９９５万４，０００円を、また、企業債の元金

償還金といたしまして、１，３０１万９，０００円を計上しております。 

　　上の収入になります。上段の収入では、その中央監視及びテレメータ更新工事の財源とい

たしまして、企業債建設改良等企業債を借り入れることとしております。こちら、

７，９９０万円となっております。また、起債の償還に当たりまして、一般会計からの繰入

金に当たる他会計出資金といたしまして１００万円を、また、水道新設分担金として１件分

の２０万９，０００円を計上しております。 

　　ページ戻っていただきまして、１ページを、またお願いします。 

　　第３条でございます。先ほど、明細書のほうで説明させていただきました、収益的収入と

支出でございます。収益、簡易水道の事業収益といたしましては、営業収益、営業外収益、

合わまして９，５７４万円、支出につきましては９，８２４万円となります。 

　　資本的収入及び支出でございます。こちら、ページめくっていただいて、２ページになり

ます。 

　　企業債、他会計出資金等含めまして、資本的収入は８，１１０万９０００円、また、資本

的支出につきましては、建設改良費等の金額合わせまして、９，２９７万３，０００円とな

るものでございます。 

　　水道事業会計の説明は以上となります。 

議長（西　昭夫君）　これから質疑を行います。議案第２６号の質疑につきましては、収入と

支出に区切って質疑を行います。議案第２６号についての発言通告はありませんので、全議

員にお聞きします。 

　　まず、収入の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西　昭夫君）　質疑なしと認めます。 

　　これで収入の質疑を終わります。 

　　次に、支出の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西　昭夫君）　質疑なしと認めます。 

　　これで支出の質疑を終わります。 

　　最後に、収入支出を通して全体の質疑を行います。質疑はありませんか。 
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（「なし」と言う者あり） 

議長（西　昭夫君）　質疑なしと認めます。 

　　これで議案第２６号の質疑を終わります。 

議長（西　昭夫君）　日程第２、議案第２２号から日程第６、議案第２６号の説明と質疑が終

わりました。 

　　この５議案につきましては、本日は、これにとどめます。 

　　なお、令和８年度当初予算案は、４日目に討論及び採決を行う予定とします。 

──────────────────────────────────── 

議長（西　昭夫君）　これで本日の会議を閉じます。 

　　以上で本日の日程は全部終了しました。 

　　本日は、これにて散会します。 

　　第３日目は、３月２４日午前９時３０分から開会し、一般質問を行います。通知は省略し

ます。 

　　本日は御苦労さまでした。 

　　　散　　会　　　午後１時３０分


